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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にする方法であって、前記方法
は、ワイヤレス端末が実行し、
　セル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応するかどうかの判断することと、
　複数のセルからセルのサブセットを選択することと、ここにおいて、前記セルのサブセ
ットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つの非サービングセルとを含む
、
　前記セルのサブセットを評価することと、ここにおいて、前記評価することは、前記少
なくとも１つのサービングセルに関連する第１の測定値と、前記少なくとも１つの非サー
ビングセルに関連する第２の測定値とを取得することを備える、
　　測定イベントの発生をモニタすることと、ここにおいて、前記測定イベントは、前記
第１の測定値と前記第２の測定値との間の比較に基づく、
　　測定レポートを送信することと
　を備え、前記送信することは、前記測定イベントの前記発生によってトリガされ、
　前記セル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応すると判断する場合、
　　前記少なくとも１つのサービングセルは、ワイヤレス端末に関連するサービングセル
のセットのうちのいずれかから選択され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非
サービング周波数に関連する非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択され、
　　前記選択することは、前記少なくとも１つの非サービングセルを前記非サービングセ
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ルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備え、
　　前記モニタすることは、前記サービングセルのセットのうちのいずれかに関連する第
２のパフォーマンスパラメータを超える、前記少なくとも１つの非サービングセルに関連
する第１のパフォーマンスパラメータの後続の発生を検出することを備え、前記送信する
ことは、前記後続の発生に関連する後続の測定レポート送信を抑制することをさらに備え
る、
方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの非サービングセルを識別することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記識別することは、セル識別のための信号からセクタ識別情報を確認することを備え
る、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記識別することは、外部エンティティから受信された測定値構成中で前記少なくとも
１つの非サービングセルのリスティングを検出することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　セル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応しないと判断する場合、
　　前記評価することは、特定のサービング周波数上で前記セルのサブセットを評価する
ことを備え、前記選択することは、前記少なくとも１つのサービングセルを前記特定のサ
ービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限定することを備え、前記
少なくとも１つの非サービングセルは、前記特定のサービング周波数に関連する、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記選択することは、外部エンティティから受信された測定値構成に応答して実行され
る、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にするように構成された装置で
あって、
　メモリに記憶されたコンピュータ実行可能コンポーネントを実行するように構成された
プロセッサを備え、前記コンポーネントは、
　　セル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応するかどうかの判断し、複数の
セルからセルのサブセットを選択するように構成された選択コンポーネントと、ここにお
いて、前記セルのサブセットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つの非
サービングセルとを含む、
　　第１の測定値と第２の測定値とに基づいて前記セルのサブセットを評価するように構
成された評価コンポーネントと、前記第１の測定値は、前記少なくとも１つのサービング
セルに関連し、前記第２の測定値は、前記少なくとも１つの非サービングセルに関連する
、
　　測定イベントの発生をモニタするように構成されたイベントコンポーネントと、前記
測定イベントは、前記第１の測定値と前記第２の測定値との間の比較に基づく、
　　測定レポートを送信するように構成された通信コンポーネントと
　を含み、前記測定レポートの送信は、前記測定イベントの前記発生によってトリガされ
、
　前記選択コンポーネントがセル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応すると
判断する場合、
　　前記少なくとも１つのサービングセルは、ワイヤレス端末に関連するサービングセル
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のセットのうちのいずれかから選択され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非
サービング周波数に関連する非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択され、
　　前記選択コンポーネントは、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前記非サー
ビングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定するように構成され、
　　前記イベントコンポーネントは、前記サービングセルのセットのうちのいずれかに関
連する第２のパフォーマンスパラメータを超える、前記少なくとも１つの非サービングセ
ルに関連する第１のパフォーマンスパラメータの後続の発生を検出するように構成され、
前記通信コンポーネントは、前記後続の発生に関連する後続の測定レポート送信を抑制す
るように構成される、
装置。
【請求項８】
　前記イベントコンポーネントは、前記少なくとも１つの非サービングセルを識別するよ
うに構成される、
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記イベントコンポーネントは、セル識別のための信号からセクタ識別情報を確認する
ように構成される、
請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記イベントコンポーネントは、外部エンティティから受信された測定値構成中で前記
少なくとも１つの非サービングセルのリスティングを検出するように構成される、
請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記選択コンポーネントがセル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応しない
と判断する場合、
　　前記評価コンポーネントは、特定のサービング周波数上で前記セルのサブセットを分
析するように構成され、前記選択コンポーネントは、前記少なくとも１つのサービングセ
ルを、前記特定のサービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限定す
るように構成され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前記特定のサービング周
波数に関連する、
請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記選択コンポーネントは、外部エンティティから受信された測定値構成に応答して前
記セルのサブセットを判断するように構成される、
請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にするコンピュータプログラム
であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、
　　　セル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応するかどうかの判断させるこ
とと、
　　複数のセルからセルのサブセットを選択させることと、ここにおいて、前記セルのサ
ブセットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つの非サービングセルとを
含む、
　　第１の測定値と第２の測定値とに基づいて前記セルのサブセットを評価させることと
、ここにおいて、前記第１の測定値は、前記少なくとも１つのサービングセルに関連し、
前記第２の測定値が前記少なくとも１つの非サービングセルに関連する、
　　測定イベントの発生をモニタさせることと、ここにおいて、前記測定イベントは、前
記第１の測定値と前記第２の測定値との間の比較に基づく、
　　測定レポートを送信させることと
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　を行わせるためのコードを備え、前記測定レポートの送信は、前記測定イベントの前記
発生によってトリガされ、
　　前記少なくとも１つのコンピュータにセル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式
に対応すると判断させた場合、
　　前記少なくとも１つのサービングセルは、ワイヤレス端末に関連するサービングセル
のセットのうちのいずれかから選択され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非
サービング周波数に関連する非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択され、
　　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つの
非サービングセルを、前記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択される
ように限定させ、
　　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記サービングセルの
セットのうちのいずれかに関連する第２のパフォーマンスパラメータを超える、前記少な
くとも１つの非サービングセルに関連する第１のパフォーマンスパラメータの後続の発生
を検出させ、前記後続の発生に関連する後続の測定レポート送信は、抑制される、
コンピュータプログラム。
【請求項１４】
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つの非
サービングセルを識別させる、
請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、セル識別のための信号か
らセクタ識別情報を確認させる、
請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、外部エンティティから受
信された測定値構成中で前記少なくとも１つの非サービングセルのリスティングを検出さ
せる、
請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのコンピュータにセル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に
対応しないと判断させた場合、
　　前記評価することは、特定のサービング周波数上で前記セルのサブセットを評価する
ことを備え、前記選択することは、前記少なくとも１つのサービングセルを前記特定のサ
ービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限定することを備え、前記
少なくとも１つの非サービングセルは、前記特定のサービング周波数に関連する、
請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記選択することは、外部エンティティから受信された測定値構成に応答して実行され
る、請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にするように構成された装置で
あって、
　セル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応するかどうかの判断するための手
段と、
　複数のセルからセルのサブセットを選択するための手段と、ここにおいて、前記セルの
サブセットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つの非サービングセルと
を含む、
　第１の測定値と第２の測定値とに基づいて前記セルのサブセットを評価するための手段
と、ここにおいて、前記第１の測定値は、前記少なくとも１つのサービングセルに関連し
、前記第２の測定値は、前記少なくとも１つの非サービングセルに関連する、
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　測定イベントの発生をモニタするための手段と、ここにおいて、前記測定イベントは、
前記第１の測定値と前記第２の測定値との間の比較に基づく、
　測定レポートを送信するための手段と、
　を備え、前記測定レポートの送信は、前記測定イベントの前記発生によってトリガされ
、
　前記判断するための手段がセル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応すると
判断する場合、
　　前記少なくとも１つのサービングセルは、ワイヤレス端末に関連するサービングセル
のセットのうちのいずれかから選択され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非
サービング周波数に関連する非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される
、
　　前記選択するための手段は、前記少なくとも１つの非サービングセルを前記非サービ
ングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定するための手段を備え、
　　前記モニタするための手段は、前記サービングセルのセットのうちのいずれかに関連
する第２のパフォーマンスパラメータを超える、前記少なくとも１つの非サービングセル
に関連する第１のパフォーマンスパラメータの後続の発生を検出するための手段を備え、
前記送信するための手段は、前記後続の発生に関連する後続の測定レポート送信を抑制す
るための手段をさらに備える、
装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの非サービングセルを識別するための手段をさらに備える、
請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記識別するための手段は、セル識別のための信号からセクタ識別情報を確認するため
の手段を備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記識別するための手段は、外部エンティティから受信された測定値構成中で前記少な
くとも１つの非サービングセルのリスティングを検出するための手段を備える、
請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記選択するための手段がセル選択方式が垂直ハンドオーバセル選択方式に対応しない
と判断する場合、
　　前記評価するための手段は、特定のサービング周波数上で前記セルのサブセットを評
価するように構成され、前記選択するための手段は、前記少なくとも１つのサービングセ
ルを、前記特定のサービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限定す
るように構成され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前記特定のサービング周
波数に関連する、
請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記選択するための手段は、外部エンティティから受信された測定値構成に応答してセ
ルの前記サブセットを選択するように構成される、
請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを容易にする方法であって、
前記方法は、基地局が実行し、
　ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信することと、こ
こにおいて、前記測定イベントは、少なくとも１つのサービングセルに関連する第１の測
定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値との間の比較に基づ
く、
　前記測定レポートに関連するセル選択方式を確認することと、ここにおいて、前記セル
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選択方式は、前記少なくとも１つのサービングセルが選択された、前記ワイヤレス端末に
関連するサービングセルのセットと、前記少なくとも１つの非サービングセルが選択され
た、非サービングセルのセットとを示し、前記確認することは、垂直ハンドオーバセル選
択方式と水平ハンドオーバ選択方式のいずれに対応するか識別することを含む、
　前記発生と前記セル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行することと
を備え、
　前記確認することが前記垂直ハンドオーバ選択方式を識別した場合、前記少なくとも１
つのサービングセルが前記サービングセルのセットのうちのいずれかから選択され、前記
少なくとも１つの非サービングセルは、非サービング周波数に関連する前記非サービング
セルのセットのうちのいずれかから選択される、
方法。
【請求項２６】
　前記実行することは、垂直ハンドオーバを実行することを備える、請求項２５に記載の
方法。
【請求項２７】
　前記垂直ハンドオーバセル選択方式は、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前
記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備
える、
請求項２５に記載の方法。
【請求項２８】
　前記確認することが前記水平ハンドオーバ方式を識別した場合、前記少なくとも１つの
サービングセルを、サービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限定
し、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前記サービング周波数に関連する、
請求項２５に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ワイヤレス端末に測定値構成を送信することをさらに備え、前記測定値構成は、前
記ワイヤレス端末において前記水平ハンドオーバセル選択方式の実装を開始する、
請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記実行することは、水平ハンドオーバを実行することを備える、
請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを容易にするように構成され
た装置であって、
　メモリに記憶されたコンピュータ実行可能コンポーネントを実行するように構成された
プロセッサを備え、前記コンポーネントは、
　　ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信するように構
成された通信コンポーネントと、ここにおいて、前記測定イベントは、少なくとも１つの
サービングセルに関連する第１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連す
る第２の測定値との間の比較に基づく、
　　前記測定レポートに関連するセル選択方式を確認するように構成された方式コンポー
ネントと、ここにおいて、前記セル選択方式は、前記少なくとも１つのサービングセルが
選択された、前記ワイヤレス端末に関連するサービングセルのセットと、前記少なくとも
１つの非サービングセルが選択された、非サービングセルのセットとを示し、前記確認す
ることは、垂直ハンドオーバセル選択方式と水平ハンドオーバ選択方式のいずれに対応す
るか識別することを含む、
　　前記発生と前記セル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行するように構成された
ハンドオーバコンポーネントと
を備え、
　前記方式コンポーネントが前記垂直ハンドオーバ選択方式を識別した場合、前記少なく
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とも１つのサービングセルが前記サービングセルのセットのうちのいずれかから選択され
、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サービング周波数に関連する前記非サー
ビングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
装置。
【請求項３２】
　前記ハンドオーバコンポーネントは、垂直ハンドオーバを実行するように構成される、
請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記垂直ハンドオーバセル選択方式は、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前
記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備
える、
請求項３１に記載の装置。
【請求項３４】
　前記方式コンポーネントが前記水平ハンドオーバ方式を識別した場合、前記少なくとも
１つのサービングセルを、サービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるよう
に限定し、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前記サービング周波数に関連する
、
請求項３１に記載の装置。
【請求項３５】
　前記通信コンポーネントは、前記ワイヤレス端末に測定値構成を送信するように構成さ
れ、前記測定値構成は、前記ワイヤレス端末において前記水平ハンドオーバセル選択方式
の実装を開始する、
請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記ハンドオーバコンポーネントは、水平ハンドオーバを実行するように構成される、
請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを容易にするコンピュータプ
ログラムであって、
　少なくとも１つのコンピュータに、
　　ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信することと、
ここにおいて、前記測定イベントは、少なくとも１つのサービングセルに関連する第１の
測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値との間の比較に基
づく、
　　前記測定レポートに関連するセル選択方式を確認することと、ここにおいて、前記セ
ル選択方式は、前記少なくとも１つのサービングセルが選択された、前記ワイヤレス端末
に関連するサービングセルのセットと、前記少なくとも１つの非サービングセルが選択さ
れた、非サービングセルのセットとを示す、前記確認することは、垂直ハンドオーバセル
選択方式と水平ハンドオーバ選択方式のいずれに対応するか識別することを含み、　　前
記発生と前記セル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行することと
　を行わせるためのコードを備え、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記垂直ハンドオーバ選択方式を識別させた場
合、
　　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つの
サービングセルが前記サービングセルのセットのうちのいずれかから選択させ、前記少な
くとも１つの非サービングセルは、非サービング周波数に関連する前記非サービングセル
のセットのうちのいずれかから選択される、
コンピュータプログラム。
【請求項３８】
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、垂直ハンドオーバを実行
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させる、
請求項３７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３９】
　前記垂直ハンドオーバセル選択方式は、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前
記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備
える、
請求項３７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記垂直ハンドオーバ選択方式を識別させた場
合、
　前記確認することは、前記少なくとも１つのサービングセルを、サービング周波数に関
連する単一のサービングセルとなるように限定し、前記少なくとも１つの非サービングセ
ルは、前記サービング周波数に関連する、請求項３７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ワイヤレス端末に測定値構成を送信するこ
とを行わせるためのコードをさらに備え、前記測定値構成は、前記ワイヤレス端末におい
て前記水平ハンドオーバセル選択方式の実装を開始する、請求項３７に記載のコンピュー
タプログラム。
【請求項４２】
　前記実行することは、水平ハンドオーバを実行することを備える、
請求項３７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項４３】
　マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを容易にするように構成され
た装置であって、
　ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信するための手段
と、ここにおいて、前記測定イベントは、少なくとも１つのサービングセルに関連する第
１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値との間の比較
に基づく、
　前記測定レポートに関連するセル選択方式を確認するための手段と、ここにおいて、前
記セル選択方式は、前記少なくとも１つのサービングセルが選択された、前記ワイヤレス
端末に関連するサービングセルのセットと、前記少なくとも１つの非サービングセルが選
択された、非サービングセルのセットとを示し、前記確認するための手段は、垂直ハンド
オーバセル選択方式と水平ハンドオーバ選択方式のいずれに対応するか識別するための手
段を含む、
　前記発生と前記セル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行するための手段と
を備え、
　前記確認するための手段が前記垂直ハンドオーバセル選択方式を識別した場合、前記少
なくとも１つのサービングセルが前記サービングセルのセットのうちのいずれかから選択
され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サービング周波数に関連する前記非
サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
装置。
【請求項４４】
　前記実行するための手段は、垂直ハンドオーバを実行するための手段を備える、請求項
４３に記載の装置。
【請求項４５】
　前記垂直ハンドオーバセル選択方式は、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前
記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備
える、請求項４３に記載の装置。
【請求項４６】
　前記確認するための手段が前記垂直ハンドオーバセル選択方式を識別した場合、前記少
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なくとも１つのサービングセルを、サービング周波数に関連する単一のサービングセルと
なるように限定し、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前記サービング周波数に
関連する、
請求項４３に記載の装置。
【請求項４７】
　測定値構成は、前記ワイヤレス端末に送信され、前記測定値構成は、前記ワイヤレス端
末において前記水平ハンドオーバセル選択方式の実装を開始する、
請求項４６に記載の装置。
【請求項４８】
　前記実行するための手段は、水平ハンドオーバを実行するように構成される、
請求項４６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、２００９年６月１９日に出願された「Measurement Procedures in Multicar
rier Operation」と題する米国仮特許出願第６１／２１８，８５０号の利益を主張する。
上述の出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　以下の説明は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、マルチキャリア動作に
おいて測定プロシージャを容易にする方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、ボイス、データなど、様々なタイプの通信コンテンツを提
供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（
たとえば、帯域幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポ
ートすることが可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例に
は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周
波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔ
ｉｏｎ（ＬＴＥ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがあ
る。
【０００４】
　概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための通信を同
時にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上での送信
によって１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク）は基
地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）は端末から基
地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単入力単出力、多入力単出力または多入
力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００５】
　ＭＩＭＯシステムは、データ送信のために複数（ＮT）個の送信アンテナと複数（ＮR）
個の受信アンテナとを採用する。ＮT個の送信アンテナとＮR個の受信アンテナとによって
形成されるＭＩＭＯチャネルは、空間チャネルとも呼ばれるＮS個の独立チャネルに分解
され得、ここで、ＮS≦ｍｉｎ｛ＮT，ＮR｝である。ＮS個の独立チャネルの各々は１つの
次元に対応する。ＭＩＭＯシステムは、複数の送信アンテナと受信アンテナとによって生
成された追加の次元数が利用された場合、改善されたパフォーマンス（たとえば、より高
いスループットおよび／またはより大きい信頼性）を与えることができる。
【０００６】
　ＭＩＭＯシステムは時分割複信（ＴＤＤ）システムと周波数分割複信（ＦＤＤ）システ
ムとをサポートする。ＴＤＤシステムでは、順方向と逆方向リンク送信とが同じ周波数領
域上で行われるので、相反定理により逆方向リンクチャネルからの順方向リンクチャネル
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の推定が可能である。これにより、アクセスポイントにおいて複数のアンテナが利用可能
であるとき、アクセスポイントは順方向リンク上で送信ビームフォーミング利得を取り出
すことが可能になる。
【０００７】
　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）システムに関して、既存のＬＴＥリリース８
測定プロシージャは、マルチキャリア動作に関連する要件および制約に十分に対処しない
ことに留意されたい。その上、ＬＴＥリリース８のための既存の測定プロシージャはシン
グルキャリア動作を対象としており、これは、マルチキャリア動作中に実行される比較か
ら生じる測定レポートトリガリングには不十分であり得ることに留意されたい。したがっ
て、マルチキャリア動作中に適切なセルへのハンドオーバを容易にするための効率的な測
定プロシージャを実行するための方法および装置が望ましい。
【０００８】
　現在のワイヤレス通信システムの上記で説明した欠陥は、従来のシステムの一部の問題
の概観を与えるものにすぎず、網羅的なものではない。従来のシステムの他の問題、およ
び本明細書で説明する様々な非限定的な実施形態の対応する利益は、以下の説明を検討す
るとさらに明らかになろう。
【発明の概要】
【０００９】
　以下で、１つまたは複数の実施形態の基本的な理解を与えるために、そのような実施形
態の簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図される実施形態の包括的な
概観ではなく、すべての実施形態の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれか
またはすべての実施形態の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示する
より詳細な説明の導入として、１つまたは複数の実施形態のいくつかの概念を簡略化され
た形式で提示することである。
【００１０】
　１つまたは複数の実施形態およびその対応する開示に従って、マルチキャリア動作にお
ける測定プロシージャに関する様々な態様について説明する。一態様では、マルチキャリ
ア動作において測定を実行することを容易にする方法およびコンピュータプログラム製品
が開示される。これらの実施形態は、複数のセルからセルのサブセットを選択することで
あって、セルのサブセットが少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つの非サー
ビングセルとを含む、選択することを含む。これらの実施形態はさらに、少なくとも１つ
のサービングセルに関連する第１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連
する第２の測定値とを取得することによって、セルのサブセットを評価することを含む。
次いで、第１の測定値と第２の測定値との間の比較に基づく測定イベントの発生をモニタ
する。次いで、測定レポートを送信し、測定レポートの送信は測定イベントの発生によっ
てトリガされる。
【００１１】
　別の態様では、マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にするように構
成された装置が開示される。そのような実施形態内では、装置は、メモリに記憶されたコ
ンピュータ実行可能コンポーネントを実行するように構成されたプロセッサを含む。コン
ピュータ実行可能コンポーネントは、選択コンポーネントと、評価コンポーネントと、イ
ベントコンポーネントと、通信コンポーネントとを含む。選択コンポーネントは、複数の
セルからセルのサブセットを選択することであって、セルのサブセットが少なくとも１つ
のサービングセルと少なくとも１つの非サービングセルとを含む、選択することを行うよ
うに構成される。次いで、評価コンポーネントは、第１の測定値と第２の測定値とに基づ
いてセルのサブセットを評価することであって、第１の測定値が少なくとも１つのサービ
ングセルに関連し、第２の測定値が少なくとも１つの非サービングセルに関連する、評価
することを行うように構成される。この実施形態の場合、イベントコンポーネントは、測
定イベントの発生をモニタするように構成され、測定イベントは、第１の測定値と第２の
測定値との間の比較に基づく。次いで、通信コンポーネントは、測定レポートを送信する
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ことであって、測定レポートの送信が測定イベントの発生によってトリガされる、送信す
ることを行うように構成される。
【００１２】
　さらなる態様では、別の装置が開示される。そのような実施形態内では、装置は、選択
するための手段と、評価するための手段と、モニタするための手段と、送信するための手
段とを含む。この実施形態の場合、選択するための手段は、複数のセルからセルのサブセ
ットを選択し、セルのサブセットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つ
の非サービングセルとを含む。次いで、評価するための手段は、少なくとも１つのサービ
ングセルに関連する第１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２
の測定値とに基づいてセルのサブセットを評価し、モニタするための手段は、測定イベン
トの発生をモニタし、測定イベントは第１の測定値と第２の測定値との間の比較に基づく
。次いで、送信するための手段は、測定レポートを送信し、測定レポートの送信は測定イ
ベントの発生によってトリガされる。
【００１３】
　別の態様では、マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行するための方法および
コンピュータプログラム製品が開示される。これらの実施形態の場合、ワイヤレス端末か
ら測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信する行為を含む、様々な行為が与え
られる。ここで、測定イベントは、少なくとも１つのサービングセルに関連する第１の測
定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値との間に比較に基づ
く。これらの実施形態はさらに、測定レポートに関連するセル選択方式を確認することで
あって、セル選択方式は、少なくとも１つのサービングセルが選択された、ワイヤレス端
末に関連するサービングセルのセットと、少なくとも１つの非サービングセルが選択され
た、非サービングセルのセットとを示す、確認することを備える。次いで、発生とセル選
択方式とに基づいてハンドオーバを実行する。
【００１４】
　また、マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行するための装置が開示される。
そのような実施形態内では、装置は、メモリに記憶されたコンピュータ実行可能コンポー
ネントを実行するように構成されたプロセッサを含む。コンピュータ実行可能コンポーネ
ントは、通信コンポーネントと、方式コンポーネントと、ハンドオーバコンポーネントと
を含む。通信コンポーネントは、ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定
レポートを受信するように構成される。この実施形態の場合、測定イベントは、少なくと
も１つのサービングセルに関連する第１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセル
に関連する第２の測定値との間に比較に基づく。さらに、方式コンポーネントは、測定レ
ポートに関連するセル選択方式を確認することであって、セル選択方式は、少なくとも１
つのサービングセルが選択された、ワイヤレス端末に関連するサービングセルのセットと
、少なくとも１つの非サービングセルが選択された、非サービングセルのセットとを示す
、確認することを行うように構成される。次いで、ハンドオーバコンポーネントは、発生
とセル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行するように構成される。
【００１５】
　さらなる態様では、別の装置が開示される。そのような実施形態内では、装置は、受信
するための手段と、確認するための手段と、実行するための手段とを含む。この実施形態
の場合、受信するための手段は、ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定
レポートを受信し、測定イベントは、少なくとも１つのサービングセルに関連する第１の
測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値との間の比較に基
づく。次いで、確認するための手段は、測定レポートに関連するセル選択方式を確認する
。ここで、セル選択方式は、少なくとも１つのサービングセルが選択された、ワイヤレス
端末に関連するサービングセルのセットと、少なくとも１つの非サービングセルが選択さ
れた、非サービングセルのセットとを示す。次いで、実行するための手段は、発生とセル
選択方式とに基づいてハンドオーバを実行する。
【００１６】
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　他の態様では、受信帯域を配置することを容易にする方法およびコンピュータプログラ
ム製品が開示される。これらの実施形態は、複数のコンポーネントキャリアから割当てコ
ンポーネントキャリアのセットを識別することであって、システム帯域幅が複数のコンポ
ーネントキャリアを備える、識別することを含む。次いで、システム帯域幅内の受信帯域
の配置を確認する。これらの実施形態の場合、配置は、割当てコンポーネントキャリアの
セットの少なくとも一部と重複するように構成される。
【００１７】
　また、受信帯域を配置することを容易にするように構成された装置が開示される。その
ような実施形態内では、装置は、メモリに記憶されたコンピュータ実行可能コンポーネン
トを実行するように構成されたプロセッサを含む。コンピュータ実行可能コンポーネント
は、割当てコンポーネントと、配置コンポーネントとを含む。割当てコンポーネントは、
複数のコンポーネントキャリアから少なくとも１つの割当てコンポーネントキャリアを識
別することであって、システム帯域幅が複数のコンポーネントキャリアを備える、識別す
ることを行うように構成される。次いで、配置コンポーネントは、システム帯域幅内の受
信帯域の配置を確認するように構成される。この実施形態の場合、配置は、少なくとも１
つの割当てコンポーネントキャリアの少なくとも一部と重複するように構成される。
【００１８】
　さらなる態様では、別の装置が開示される。そのような実施形態内では、装置は、識別
するための手段と、確認するための手段とを含む。識別するための手段は、複数のコンポ
ーネントキャリアから割当てコンポーネントキャリアのセットを識別し、システム帯域幅
が複数のコンポーネントキャリアを備える。次いで、確認するための手段は、システム帯
域幅内の受信帯域の配置を確認し、配置は、割当てコンポーネントキャリアのセットの少
なくとも一部と重複するように構成される。
【００１９】
　上記および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の実施形態は、以下で十分
に説明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面に
、１つまたは複数の実施形態のいくつかの例示的な態様を詳細に記載する。ただし、これ
らの態様は、様々な実施形態の原理を採用することができる様々な方法のほんのいくつか
を示すものであり、説明する実施形態は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物
を含むものとする。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本明細書に記載の様々な態様によるワイヤレス通信システムの図。
【図２】本明細書で説明する様々なシステムおよび方法とともに採用され得る例示的なワ
イヤレスネットワーク環境の図。
【図３】シングルキャリア動作において測定を実行するための例示的なアーキテクチャの
図。
【図４】一実施形態による、マルチキャリア動作において測定を実行するための例示的な
アーキテクチャの図。
【図５】一実施形態による、マルチキャリア動作において垂直ハンドオーバおよび水平ハ
ンドオーバを実行することを容易にする例示的なアーキテクチャの図。
【図６】本明細書の一態様による、マルチキャリア動作において測定を実行することを容
易にする例示的なワイヤレス端末のブロック図。
【図７】マルチキャリア動作において測定を実行することを実現する電気コンポーネント
の例示的な結合の図。
【図８】本明細書の一態様による、マルチキャリア動作において測定を実行することを容
易にする例示的な方法を示すフローチャート。
【図９】本明細書の一態様による、マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行する
ことを容易にする例示的な基地局のブロック図。
【図１０】マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを実現する電気コン
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ポーネントの例示的な結合の図。
【図１１】本明細書の一態様による、マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行す
ることを容易にする例示的な方法を示すフローチャート。
【図１２】一実施形態による例示的な受信帯域配置を示す図。
【図１３】本明細書の一態様による、受信帯域を配置することを容易にする例示的な受信
帯域ユニットのブロック図。
【図１４】受信帯域を配置することを実現する電気コンポーネントの例示的な結合の図。
【図１５】本明細書の一態様による、受信帯域を配置することを容易にする例示的な方法
を示すフローチャート。
【図１６】複数のセルを含む様々な態様に従って実装される例示的な通信システムの図。
【図１７】本明細書で説明する様々な態様による例示的な基地局の図。
【図１８】本明細書で説明する様々な態様に従って実装される例示的なワイヤレス端末の
図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　次に、図面を参照しながら様々な実施形態について説明する。図面全体にわたって、同
様の要素を指すのに同様の参照番号を使用する。以下の記述では、説明の目的で、１つま
たは複数の実施形態の完全な理解を与えるために多数の具体的な詳細を記載する。ただし
、そのような（１つまたは複数の）実施形態はこれらの具体的な詳細なしに実施され得る
ことは明らかであろう。他の例では、１つまたは複数の実施形態の説明を容易にするため
に、よく知られている構造およびデバイスをブロック図の形態で示す。
【００２２】
　本明細書は、マルチキャリア動作中に実行される測定プロシージャを対象とする。その
上、マルチキャリア動作中に適切なセルへのハンドオーバを容易にするための効率的な測
定プロシージャを実行することを容易にする例示的な実施形態を開示する。また、マルチ
キャリア動作のために受信帯域を戦略的に配置することを容易にする例示的な実施形態を
提供する。
【００２３】
　この目的で、本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元
接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤ
ＭＡ）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、高速パケットアクセ
ス（ＨＳＰＡ）、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムに対して使用
され得ることに留意されたい。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しば
しば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒ
ｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ＣＤＭＡ２０００などの無線技術を実
装することができる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）とＣＤ
ＭＡの他の変形態とを含む。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩ
Ｓ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏ
ｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技
術を実装することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２
．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、
Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴ
ＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ（ＬＴＥ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを採用し、アップリンク上ではＳＣ－
ＦＤＭＡを採用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースである。
【００２４】
　シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、シングルキャリア変調お
よび周波数領域等化を利用する。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムと同様のパフォ
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ーマンスおよび本質的に同じ全体的な複雑さを有する。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、その固有
のシングルキャリア構造のためにより低いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を有する。Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡは、たとえば、より低いＰＡＰＲが送信電力効率の点でアクセス端末に大き
な利益を与えるアップリンク通信において使用され得る。したがって、ＳＣ－ＦＤＭＡは
、３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）またはＥｖｏｌｖｅｄ
　ＵＴＲＡにおいてアップリンク多元接続方式として実装され得る。
【００２５】
　高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）は、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰ
Ａ）技術と高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）または拡張アップリンク（
ＥＵＬ）技術とを含むことができ、ＨＳＰＡ＋技術をも含むことができる。ＨＳＤＰＡ、
ＨＳＵＰＡおよびＨＳＰＡ＋は、それぞれ、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒ
ｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）規格のリリース５、リリース６、および
リリース７の一部である。
【００２６】
　高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）は、ネットワークからユーザ機器（
ＵＥ）へのデータ送信を最適化する。本明細書で使用する、ネットワークからユーザ機器
ＵＥへの送信は「ダウンリンク」（ＤＬ）と呼ばれることがある。送信方法は、数Ｍｂｉ
ｔ／ｓのデータレートを可能にすることができる。高速ダウンリンクパケットアクセス（
ＨＳＤＰＡ）は、モバイル無線ネットワークの容量を増大させることができる。高速アッ
プリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）は、端末からネットワークへのデータ送信を最
適化することができる。本明細書で使用する、端末からネットワークへの送信は「アップ
リンク」（ＵＬ）と呼ばれることがある。アップリンクデータ送信方法は、数Ｍｂｉｔ／
ｓのデータレートを可能にすることができる。ＨＳＰＡ＋は、３ＧＰＰ規格のリリース７
において規定されているようにアップリンクとダウンリンクの両方においてなお一層の改
善を可能にする。高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）方法は、一般に、たとえば、ボイス
オーバＩＰ（ＶｏＩＰ）、ビデオ会議およびモバイルオフィスアプリケーションの大容量
のデータを送信するデータサービスにおいて、ダウンリンクとアップリンクとの間のより
高速な対話を可能にする。
【００２７】
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）などの高速データ送信プロトコルは、アップリ
ンクとダウンリンクとの上で使用され得る。ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）など
のそのようなプロトコルは、受信者が、間違って受信された可能性があるパケットの再送
信を自動的に要求できるようにする。
【００２８】
　様々な実施形態について、アクセス端末に関して本明細書で説明する。アクセス端末は
、システム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、リモート局、リモート端末
、モバイルデバイス、ユーザ端末、端末、ワイヤレス通信デバイス、ユーザエージェント
、ユーザデバイス、またはユーザ機器（ＵＥ）とも呼ばれることがある。アクセス端末は
、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ワイヤレ
スローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有する
ハンドヘルドデバイス、コンピューティングデバイス、またはワイヤレスモデムに接続さ
れた他の処理デバイスとすることができる。さらに、様々な実施形態について、基地局に
関して本明細書で説明する。基地局は、（１つまたは複数の）アクセス端末と通信するた
めに利用され得、アクセスポイント、ノードＢ、進化型ノードＢ（ｅノードＢ）、アクセ
スポイント基地局、または何らかの他の用語で呼ばれることもある。
【００２９】
　次に図１を参照すると、本明細書で提示する様々な実施形態によるワイヤレス通信シス
テム１００が示されている。システム１００は、複数のアンテナグループを含むことがで
きる基地局１０２を備える。たとえば、１つのアンテナグループはアンテナ１０４および
１０６を含み、別のグループはアンテナ１０８および１１０を備え、さらなるグループは
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アンテナ１１２および１１４を含むことができる。アンテナグループごとに２つのアンテ
ナが示されているが、グループごとにより多いまたはより少ないアンテナが利用され得る
。基地局１０２は、さらに、送信機チェーンおよび受信機チェーンを含むことができ、送
信機チェーンおよび受信機チェーンの各々は、当業者なら諒解するように、信号送信およ
び受信に関連する複数のコンポーネント（たとえば、プロセッサ、変調器、マルチプレク
サ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナなど）を備えることができる。
【００３０】
　基地局１０２は、アクセス端末１１６およびアクセス端末１２２などの１つまたは複数
のアクセス端末と通信することができるが、基地局１０２は、アクセス端末１１６および
１２２と同様の実質的に任意の数のアクセス端末と通信することができることを諒解され
たい。アクセス端末１１６および１２２は、たとえば、セルラー電話、スマートフォン、
ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルドコンピューティングデバイス、
衛星ラジオ、全地球測位システム、ＰＤＡ、および／またはワイヤレス通信システム１０
０を介して通信するための任意の他の適切なデバイスとすることができる。図示のように
、アクセス端末１１６はアンテナ１１２および１１４と通信しており、アンテナ１１２お
よび１１４は、順方向リンク１１８を介してアクセス端末１１６に情報を送信し、逆方向
リンク１２０を介してアクセス端末１１６から情報を受信する。その上、アクセス端末１
２２はアンテナ１０４および１０６と通信しており、アンテナ１０４および１０６は、順
方向リンク１２４を介してアクセス端末１２２に情報を送信し、逆方向リンク１２６を介
してアクセス端末１２２から情報を受信する。周波数分割複信（ＦＤＤ）システムでは、
たとえば、順方向リンク１１８は、逆方向リンク１２０によって使用される周波数帯とは
異なる周波数帯を利用し、順方向リンク１２４は、逆方向リンク１２６によって使用され
る周波数帯とは異なる周波数帯を採用することができる。さらに、時分割複信（ＴＤＤ）
システムでは、順方向リンク１１８および逆方向リンク１２０は共通の周波数帯を利用し
、順方向リンク１２４および逆方向リンク１２６は共通の周波数帯を利用することができ
る。
【００３１】
　アンテナの各グループおよび／またはそれらが通信するように指定されたエリアは、基
地局１０２のセクタと呼ばれることがある。たとえば、アンテナグループは、基地局１０
２によってカバーされるエリアのセクタ中のアクセス端末に通信するように設計され得る
。順方向リンク１１８および１２４を介した通信では、基地局１０２の送信アンテナは、
アクセス端末１１６および１２２の順方向リンク１１８および１２４の信号対雑音比を改
善するためにビームフォーミングを利用することができる。また、基地局１０２は、ビー
ムフォーミングを利用して、関連するカバレージにわたってランダムに散在するアクセス
端末１１６および１２２に送信するが、基地局がシングルアンテナを介してその基地局の
すべてのアクセス端末に送信する場合と比較して、近隣セル中のアクセス端末は干渉を受
けにくくなり得る。
【００３２】
　図２に、例示的なワイヤレス通信システム２００を示す。ワイヤレス通信システム２０
０には、簡潔のために、１つの基地局２１０と、１つのアクセス端末２５０とを示してあ
る。ただし、システム２００は２つ以上の基地局および／または２つ以上のアクセス端末
を含むことができ、追加の基地局および／またはアクセス端末は、以下で説明する例示的
な基地局２１０およびアクセス端末２５０と実質的に同様または異なるものであり得るこ
とを諒解されたい。さらに、基地局２１０および／またはアクセス端末２５０は、それら
の間のワイヤレス通信を容易にするために、本明細書で説明するシステムおよび／または
方法を採用することができることを諒解されたい。
【００３３】
　基地局２１０において、いくつかのデータストリームのトラフィックデータがデータソ
ース２１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ２１４に供給される。一例によれば、各デ
ータストリームはそれぞれのアンテナを介して送信され得る。ＴＸデータプロセッサ２１
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４は、トラフィックデータストリーム用に選択された特定の符号化方式に基づいて、その
データストリームをフォーマットし、符号化し、インターリーブして、符号化データを供
給する。
【００３４】
　各データストリームの符号化データは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）技法を使用し
てパイロットデータと多重化され得る。追加または代替として、パイロットシンボルは、
周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ
）され得る。パイロットデータは、一般に、既知の方法で処理される既知のデータパター
ンであり、チャネル応答を推定するためにアクセス端末２５０において使用され得る。各
データストリームの多重化されたパイロットおよび符号化データは、そのデータストリー
ムのために選択された特定の変調方式（たとえば、２相位相変調（ＢＰＳＫ）、４相位相
変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ相位相変調（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）など
）に基づいて変調（たとえば、シンボルマッピング）され得、変調シンボルを与えること
ができる。各データストリームのデータ速度、符号化、および変調は、プロセッサ２３０
によって実行または提供される命令によって決定され得る。
【００３５】
　データストリームの変調シンボルはＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０に供給され得、Ｔ
Ｘ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、（たとえば、ＯＦＤＭ用に）変調シンボルをさらに処
理することができる。次いで、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、ＮT個の変調シンボ
ルストリームをＮT個の送信機（ＴＭＴＲ）２２２ａ～２２２ｔに供給する。様々な実施
形態では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、データストリームのシンボルと、シンボ
ルの送信元のアンテナとにビームフォーミング重みを適用する。
【００３６】
　各送信機２２２は、それぞれのシンボルストリームを受信し、処理して、１つまたは複
数のアナログ信号を供給し、さらに、それらのアナログ信号を調整（たとえば、増幅、フ
ィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介して送信するのに適
した変調信号を供給する。さらに、送信機２２２ａ～２２２ｔからのＮT個の変調信号は
、それぞれ、ＮT個のアンテナ２２４ａ～２２４ｔから送信される。
【００３７】
　アクセス端末２５０では、送信された変調信号はＮR個のアンテナ２５２ａ～２５２ｒ
によって受信され、各アンテナ２５２から受信された信号は、それぞれの受信機（ＲＣＶ
Ｒ）２５４ａ～２５４ｒに供給される。各受信機２５４は、それぞれの信号を調整（たと
えば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号をデジタル化
してサンプルを与え、さらに、それらのサンプルを処理して、対応する「受信」シンボル
ストリームを与える。
【００３８】
　ＲＸデータプロセッサ２６０は、特定の受信機処理技法に基づいてＮR個の受信機２５
４からＮR個の受信シンボルストリームを受信し、処理して、ＮT個の「検出」シンボルス
トリームを与えることができる。ＲＸデータプロセッサ２６０は、各検出シンボルストリ
ームを復調し、デインターリーブし、復号して、データストリームのトラフィックデータ
を復元することができる。ＲＸデータプロセッサ２６０による処理は、基地局２１０にお
いてＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０およびＴＸデータプロセッサ２１４によって実行さ
れる処理と相補的である。
【００３９】
　プロセッサ２７０は、上記で説明したように、どの利用可能な技術を利用すべきかを周
期的に判断することができる。さらに、プロセッサ２７０は、行列インデックス部分とラ
ンク値部分とを備える逆方向リンクメッセージを作成することができる。
【００４０】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する
様々なタイプの情報を備えることができる。逆方向リンクメッセージは、データソース２
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３６から複数のデータストリームのトラフィックデータをも受信するＴＸデータプロセッ
サ２３８によって処理され、変調器２８０によって変調され、送信機２５４ａ～２５４ｒ
によって調整され、基地局２１０に返信され得る。
【００４１】
　基地局２１０において、アクセス端末２５０からの変調信号は、アンテナ２２４によっ
て受信され、受信機２２２によって調整され、復調器２４０によって復調され、ＲＸデー
タプロセッサ２４２によって処理されて、アクセス端末２５０によって送信された逆方向
リンクメッセージが抽出される。さらに、プロセッサ２３０は、抽出されたメッセージを
処理して、ビームフォーミング重みを判断するためにどのプリコーディング行列を使用す
べきかを判断することができる。
【００４２】
　プロセッサ２３０および２７０は、それぞれ基地局２１０およびアクセス端末２５０に
おける動作を指示（たとえば、制御、調整、管理など）することができる。それぞれのプ
ロセッサ２３０および２７０は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ２３２
および２７２に結合され得る。プロセッサ２３０および２７０はまた、それぞれアップリ
ンクおよびダウンリンクについての周波数およびインパルス応答推定値を導出するための
計算を実行することができる。
【００４３】
　マルチキャリア動作のための測定プロシージャを設計する際に、既存の測定サブシステ
ムに関係するベースライン定義は変わり得ることに留意されたい。その上、本明細書は、
マルチキャリア動作のアーキテクチャ要件および制約に対処するために、追加の測定プロ
シージャが必要とされ得ることを企図する。
【００４４】
　次に図３を参照すると、シングルキャリア動作（たとえば、３ＧＰＰ　ＬＴＥリリース
８）のための例示的な測定アーキテクチャが与えられている。図示のように、アーキテク
チャ３００は、ユーザ機器３０５をサービスし、特定のサービング周波数においてユーザ
機器３０５のシングルキャリア動作を容易にする、サービングセル３１０を含む。アーキ
テクチャ３００はさらに近隣セル３２０、３３０、および３４０を含み、ユーザ機器３０
５は、サービング周波数を介して近隣セル３２０によって送信された信号を検出し、ユー
ザ機器３０５は、非サービング周波数を介して近隣セル３３０および３４０によって送信
された信号を検出する。
【００４５】
　シングルキャリア動作（たとえば、３ＧＰＰ　ＬＴＥリリース８）のための測定プロシ
ージャに関して、測定プロシージャ定義の以下のリストがアーキテクチャ３００に現在適
用される。第１に、サービングセル３１０の周波数は「イントラ周波数／サービング周波
数」であり、すべての他の周波数は「インター周波数／非サービング周波数」である。各
周波数は「測定対象」として等しく扱われる。いくつかの測定レポートイベント（たとえ
ば、近隣セルがサービングセルよりも良くオフセットされた）は、測定対象ごとに構成さ
れ得る。ここで、サービングセル３１０は近隣セル３２０、３３０、および３４０から区
別されることに留意されたい（たとえば、測定レポートイベントは「近隣セル３３０がサ
ービングセル３１０よりも良くオフセットされた」に対応し得る）。また、ユーザ機器３
０５の性能に応じて、インター周波数測定は、周波数再チューニングに基づく測定のため
に測定ギャップを必要とし得る。
【００４６】
　マルチキャリア動作は、異なるコンポーネントキャリアから複数のサービングセルを有
することによって特徴づけられる。この目的で、上記のシングルキャリア定義およびアー
キテクチャを仮定すれば、マルチキャリア動作のために少なくとも以下の原理が企図され
る。第１に、サービングセルに複数のサービング周波数／イントラ周波数が関連付けられ
得る。そして第２に、各コンポーネントキャリアが測定対象である。
【００４７】
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　次に図４を参照すると、マルチキャリア動作（たとえば、ＬＴＥ－Ａ）のための例示的
な測定アーキテクチャが与えられている。図示のように、アーキテクチャ４００は、それ
ぞれユーザ機器４０５をサービスし、複数のサービング周波数を介してユーザ機器４０５
のマルチキャリア動作を容易にする、サービングセル４１０とサービングセル４１２とを
含む。アーキテクチャ４００はさらに近隣セル４２０、４２２、４３０、および４３２を
含み、ユーザ機器４０５は、サービング周波数を介して近隣セル４２０および４２２によ
ってそれぞれ送信された信号を検出し、ユーザ機器４０５はまた、非サービング周波数を
介して近隣セル４３０および４３２によって送信された信号を検出する。
【００４８】
　ここで、測定レポートトリガリングの比較がどのように行われるべきかが直ちに明らか
でないので、シングルキャリア測定プロシージャは、マルチキャリア動作のためには不十
分であることに留意されたい。その上、単に従来のシングルキャリア定義をアーキテクチ
ャ４００に適用すると、図４に示すように比較の組合せの数がより大きくなり得ることに
留意されたい。実際、すべてのサービングセル４１０および４１２が、特定の測定対象に
よって示される近隣セル４２０、４２２、４３０、および４３２と比較される必要がある
かどうかについては明らかでない。
【００４９】
　マルチキャリア動作では、サービングセルセットは、重複するカバレージを有し、同じ
セルサイトからのセルを含み得、セルのそのようなセットは、本明細書では「セクタ」と
呼ぶことを諒解されたい。一態様では、図５に示すように、「垂直」および「水平」モビ
リティが企図され、「垂直」ハンドオーバはセクタ内で変更されるサービングセルを指し
、「水平」ハンドオーバはセクタの変更を指す。この特定の例では、マルチキャリアアー
キテクチャ５００は、図示のように、セクタ５１０、５２０、５３０、および５４０を含
む。詳細には、セクタ５１０は、サービングセル５１１および５１３ならびに近隣セル５
１２を含み、サービングセル５１１および５１３は、それぞれサービング周波数Ａおよび
Ｂを介して信号を送信し、近隣セル５１２は、非サービング周波数を介して信号を送信す
る。さらに、セクタ５２０は近隣セル５２２および５２４を含み、セクタ５３０は近隣セ
ル５３２を含み、セクタ５４０は近隣セル５４２、５４４、および５４６を含む。この特
定の例では、図示のように、近隣セル５２２および５４２の各々はサービング周波数Ａを
介して信号を送信し、近隣セル５２４および５４４の各々はサービング周波数Ｂを介して
信号を送信する。近隣セル５１２、５３２、および５４６の各々は、その場合、非サービ
ング周波数を介して信号を送信する。
【００５０】
　一態様では、水平ハンドオーバは、主に「周波数上で最良のセルに接続する」という原
理によって制御される。そのような実施形態内では、したがってイントラ周波数が特定の
測定イベントを有することが望ましく、測定対象によって示される周波数のサービングセ
ルのみが評価される。これはまた、各キャリア上の不利な干渉状態をネットワークに気づ
かせる。そのような方式を実装することは、たとえば、上記の制限を示すフラグを有する
こと、および／またはマルチキャリア動作における測定イベントについて「サービングセ
ル」の定義を変更することによって達成され得ることが企図される。すなわち、第１の態
様では、測定イベント評価において、ＵＥは測定対象によって示された周波数のサービン
グセルのみを考慮することを示すフラグが、測定値構成（measurement configuration）
中に追加され得る（これはイントラ周波数測定のみに適用可能である）。しかしながら、
第２の態様では、測定値構成中の特定のインジケータに依拠するのではなく、ＵＥは、マ
ルチキャリア動作においてイントラ周波数測定イベント評価のために測定対象によって示
された周波数のサービングセルのみを考慮するようにすでに事前構成されている。
【００５１】
　垂直ハンドオーバに関して、そのようなハンドオーバは、非サービング周波数からの近
隣セルがサービングセルよりも品質が良いと見なされるときにトリガされ得ることに留意
されたい。３ＧＰＰ　ＬＴＥリリース８測定値構成の場合、ＵＥは、非サービング周波数
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の水平セルまたは垂直セルのいずれかに気づかない。したがって、ＵＥは、イベント評価
においてすべてのサービングセルを考慮し、それにより望ましくは垂直ハンドオーバのネ
ットワーク制御を容易にする、非サービング周波数の測定評価のための特定の実施形態が
企図される。
【００５２】
　ＵＥ測定レポートの数を低減するさらなる最適化も企図される。たとえば、ＵＥは、近
隣セルがサービングセルのうちの１つよりも良くなったとき、測定レポートを１回のみ送
ることができる（すなわち、同じ近隣セルが別のサービングセルよりも良くなったとき、
別の測定レポートは送られない）。そのような最適化を容易にするために、「近隣セルが
サービングセルのうちの１つよりも良くオフセットされた」など、新しいイベントが定義
され得る。
【００５３】
　さらに、ＵＥがその垂直近隣セルに気づかされ得ることが企図される。たとえば、「垂
直近隣セルがサービングセルのうちの１つよりも良くオフセットされた」など、新しいイ
ベントが定義され得る。そのような実施形態内では、新しい物理レイヤ信号（たとえば物
理セル識別情報）が定義され得、そのような信号はセクタ識別情報を示すことが可能であ
る。別の実施形態では、同じセクタからの近隣セルは、測定値構成において測定ターゲッ
トセルとしてリストされ得る。
【００５４】
　次に図６を参照すると、一実施形態による、マルチキャリア動作において測定を実行す
ることを容易にする例示的なワイヤレス端末のブロック図が与えられている。図示のよう
に、ワイヤレス端末６００は、プロセッサコンポーネント６１０と、メモリコンポーネン
ト６２０と、選択コンポーネント６３０と、評価コンポーネント６４０と、イベントコン
ポーネント６５０と、通信コンポーネント６６０とを含み得る。
【００５５】
　一態様では、プロセッサコンポーネント６１０は、複数の機能のうちのいずれかを実行
することに関係するコンピュータ可読命令を実行するように構成される。プロセッサコン
ポーネント６１０は、ワイヤレス端末６００から通信される情報を分析すること、ならび
に／あるいはメモリコンポーネント６２０、選択コンポーネント６３０、評価コンポーネ
ント６４０、イベントコンポーネント６５０、および／または通信コンポーネント６６０
によって利用され得る情報を生成することに専用の単一のプロセッサまたは複数のプロセ
ッサとすることができる。追加または代替として、プロセッサコンポーネント６１０は、
ワイヤレス端末６００の１つまたは複数のコンポーネントを制御するように構成され得る
。
【００５６】
　別の態様では、メモリコンポーネント６２０は、プロセッサコンポーネント６１０に結
合され、プロセッサコンポーネント６１０によって実行されるコンピュータ可読命令を記
憶するように構成される。メモリコンポーネント６２０はまた、選択コンポーネント６３
０、評価コンポーネント６４０、イベントコンポーネント６５０、および／または通信コ
ンポーネント６６０のいずれかによって生成されるデータを含む複数の他のタイプのデー
タのいずれかを記憶するように構成され得る。メモリコンポーネント６２０は、ランダム
アクセスメモリ、バッテリーバックアップ付きメモリ、ハードディスク、磁気テープなど
を含む、いくつかの異なる構成で構成され得る。圧縮および自動バックアップなどの様々
な特徴（たとえば、単独ドライブ構成の冗長アレイ（Redundant Array of Independent D
rives configuration）の使用）はまた、メモリコンポーネント６２０上に実装され得る
。
【００５７】
　図示のように、ワイヤレス端末６００はまた、選択コンポーネント６３０を含み得る。
そのような実施形態内では、選択コンポーネント６３０は、複数のセルからセルのサブセ
ットを選択するように構成され、セルのサブセットは、少なくとも１つのサービングセル
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と、少なくとも１つの非サービングセルとを含む。一態様では、水平ハンドオーバを容易
にするために、評価コンポーネント６４０は、特定のサービング周波数上でセルのサブセ
ットを分析するように構成され、選択コンポーネント６３０は、少なくとも１つのサービ
ングセルを、評価コンポーネント６４０によって利用される特定のサービング周波数に関
連する単一のサービングセルとなるように限定するように構成される。この特定の実施形
態の場合、少なくとも１つの非サービングセルは、特定のサービング周波数に関連するこ
とにも留意されたい。さらに、選択コンポーネント６３０は、外部エンティティから受信
された測定値構成に応答してセルのサブセットを判断するように構成され得る。たとえば
、ワイヤレス端末６００は、測定イベント評価においてＵＥが特定の測定対象によって示
された周波数のサービングセルのみを考慮することを示すフラグを含む測定値構成を基地
局から受信し得る。
【００５８】
　別の態様では、選択コンポーネント６３０は、少なくとも１つのサービングセルが、ワ
イヤレス端末６００に関連するサービングセルのセットのうちのいずれかから選択させら
れることと、少なくとも１つの非サービングセルが、非サービング周波数に関連する非サ
ービングセルのセットのうちのいずれかから選択させられることとによって、垂直ハンド
オーバを容易にするように構成される。特定の一実施形態では、選択コンポーネント６３
０は、少なくとも１つの非サービングセルを、非サービングセルのセットの所定のサブセ
ットから選択されるように限定するように構成され得る。
【００５９】
　別の実施形態では、ＵＥ測定レポートの数を低減するために、イベントコンポーネント
６５０は、測定イベントの後続の発生を検出するように構成され得る。すなわち、そのよ
うなプロシージャは、サービングセルのセットのうちのいずれかに関連する第２のパフォ
ーマンスパラメータを超える、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第１のパフ
ォーマンスパラメータの発生を検出することを含み得る。後続のイベント発生を検出する
と、余分な測定レポートの送信を抑制する抑制動作が実行され得る。詳細には、通信コン
ポーネント６６０は、後続の発生に関連する後続の測定レポート送信を抑制するように構
成され得る。
【００６０】
　図示のように、ワイヤレス端末６００はさらに評価コンポーネント６４０を含み得る。
一態様では、評価コンポーネント６４０は、第１の測定値と第２の測定値とに基づいてセ
ルのサブセットを評価するように構成される。この特定の実施形態の場合、第１の測定値
は少なくとも１つのサービングセルに関連し、第２の測定値は少なくとも１つの非サービ
ングセルに関連する。
【００６１】
　ワイヤレス端末６００はまた、イベントコンポーネント６５０を含み得る。そのような
実施形態内では、イベントコンポーネント６５０は、測定イベントの発生をモニタするよ
うに構成され、そのような測定イベントは、第１の測定値と第２の測定値との間の比較に
基づく。一態様では、垂直ハンドオーバ考慮のためのＵＥ測定レポートの数を低減するた
めに、イベントコンポーネント６５０は、サービングセルのセットのうちのいずれかに関
連する第２のパフォーマンスパラメータを超える、少なくとも１つの非サービングセルに
関連する第１のパフォーマンスパラメータの後続の発生を検出するように構成され得る。
その場合、通信コンポーネント６６０は、後続の発生に関連する後続の測定レポート送信
を抑制するように構成され得る。
【００６２】
　一態様では、イベントコンポーネント６５０はまた、少なくとも１つの非サービングセ
ルを識別するように構成され得る。たとえば、第１の実施形態では、イベントコンポーネ
ント６５０は、セル識別のための信号からセクタ識別情報を確認するように構成され得る
。別の実施形態では、イベントコンポーネント６５０は、外部エンティティ（たとえば、
基地局）から受信された測定値構成中で少なくとも１つの非サービングセルのリスティン
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グを検出するように構成され得る。
【００６３】
　さらに別の態様では、ワイヤレス端末６００は、ワイヤレス端末６００を外部エンティ
ティとインターフェースさせるように構成された通信コンポーネント６６０を含む。たと
えば、通信コンポーネント６６０は、外部エンティティ（たとえば、基地局）に測定レポ
ートを送信するように構成され得る。そのような実施形態内では、測定レポートの送信は
特定の測定イベントの発生によってトリガされる。
【００６４】
　図７を参照すると、一実施形態による、マルチキャリア動作において測定を実行するこ
とを容易にするシステム７００が示されている。システム７００、および／またはシステ
ム７００を実装するための命令は、たとえば、ユーザ機器（たとえば、ワイヤレス端末６
００）内に、またはコンピュータ可読記憶媒体内に常駐することができる。図示のように
、システム７００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（たとえば、フ
ァームウェア）によって実装される機能を表すことができる機能ブロックを含む。システ
ム７００は、連携して動作することができる電気コンポーネントの論理グルーピング７０
２を含む。図示のように、論理グルーピング７０２は、少なくとも１つのサービングセル
と少なくとも１つの非サービングセルとを含むセルのサブセットを選択するための電気コ
ンポーネント７１０、ならびに少なくとも１つのサービングセルに関連する第１の測定値
と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値とを取得するための電気
コンポーネント７１２を含むことができる。論理グルーピング７０２はまた、第１の測定
値と第２の測定値との間の比較に基づく測定イベントの発生をモニタするための電気コン
ポーネント７１４を含むことができる。さらに、論理グルーピング７０２は、測定イベン
トの発生によってトリガされる測定レポートを送信するための電気コンポーネント７１６
を含むことができる。さらに、システム７００は、電気コンポーネント７１０、７１２、
７１４、および７１６に関連付けられた機能を実行するための命令を保持するメモリ７２
０を含むことができる。メモリ７２０の外部にあるものとして図示されているが、電気コ
ンポーネント７１０、７１２、７１４、および７１６はメモリ７２０の内部に存在するこ
とができることを理解されたい。
【００６５】
　次に図８を参照すると、マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にする
例示的な方法を示すフローチャートが与えられている。図示のように、プロセス８００は
、本明細書の一態様に従ってユーザ機器（たとえば、ワイヤレス端末６００）の様々なコ
ンポーネントによって実行され得る一連の行為を含む。プロセス８００は、一連の行為を
実装するためにコンピュータ可読記憶媒体に記憶されたコンピュータ実行可能命令を実行
するために少なくとも１つのプロセッサを採用することによって実装され得る。別の実施
形態では、少なくとも１つのコンピュータにプロセス８００の行為を実装させるためのコ
ードを備えるコンピュータ可読記憶媒体が企図される。
【００６６】
　一態様では、プロセス８００は、行為８１０においてワイヤレス端末が複数のセルを介
してマルチキャリア通信を確立することで開始する。次に、行為８２０において、ワイヤ
レス端末は、モニタすべき複数のセルのサブセットを選択するために特定のセル選択方式
を実装する。ここで、そのようなセル選択方式は測定値構成を介してネットワークによっ
て与えられ得、および／または、ワイヤレス端末は特定のセルをモニタするように事前構
成され得ることに留意されたい。
【００６７】
　行為８３０において、プロセス８００は、実装されたセル選択方式が垂直ハンドオーバ
セル選択方式に対応するかどうかの判断を進める。セル選択方式が垂直ハンドオーバセル
選択方式に対応する場合、行為８４０において、複数のサービング周波数のうちのいずれ
かを介してワイヤレス端末をそれぞれサービスする複数のサービングセルのうちのいずれ
かが選択され得る。そうではなく、セル選択方式が水平ハンドオーバセル選択方式に対応
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する場合、行為８３５において、特定のサービング周波数に対応する単一のサービングセ
ルが選択される。
【００６８】
　適切な（１つまたは複数の）サービングセルが選択されると、プロセス８００は行為８
５０に進み、（１つまたは複数の）サービングセルの測定値と（１つまたは複数の）非サ
ービングセルの測定値とが取得される。ここで、少なくとも１つの測定値はサービングセ
ルに関連し、少なくとも１つの測定値は非サービングセルに関連することに留意されたい
。行為８６０において、少なくとも１つのサービングセル測定値は少なくとも１つの非サ
ービングセル測定値と比較されて、行為８７０において、測定イベントが発生したかどう
かを判断することを容易にする。実際にイベントが検出された場合、プロセス８００は、
行為８８０において、検出されたイベントの発生を示す測定レポートの送信で終わる。そ
うではなく、イベントが検出されない場合、プロセス８００は行為８５０にループバック
し、測定値が取得され続ける。
【００６９】
　次に図９を参照すると、ブロック図は、様々な態様による、マルチキャリア動作におい
てハンドオーバを実行することを容易にする例示的な基地局を示している。図示のように
、基地局９００は、プロセッサコンポーネント９１０と、メモリコンポーネント９２０と
、通信コンポーネント９３０と、方式コンポーネント９４０と、ハンドオーバコンポーネ
ント９５０とを含み得る。
【００７０】
　ワイヤレス端末６００中のプロセッサコンポーネント６１０と同様に、プロセッサコン
ポーネント９１０は、複数の機能のいずれかを実行することに関係するコンピュータ可読
命令を実行するように構成される。プロセッサコンポーネント９１０は、ワイヤレス端末
９００から通信される情報を分析すること、ならびに／あるいはメモリコンポーネント９
２０、通信コンポーネント９３０、方式コンポーネント９４０、および／またはハンドオ
ーバコンポーネント９５０によって利用され得る情報を生成することに専用の単一のプロ
セッサまたは複数のプロセッサとすることができる。追加または代替として、プロセッサ
コンポーネント９１０は、基地局９００の１つまたは複数のコンポーネントを制御するよ
うに構成され得る。
【００７１】
　別の態様では、メモリコンポーネント９２０は、プロセッサコンポーネント９１０に結
合され、プロセッサコンポーネント９１０によって実行されるコンピュータ可読命令を記
憶するように構成される。メモリコンポーネント９２０はまた、通信コンポーネント９３
０、方式コンポーネント９４０、および／またはハンドオーバコンポーネント９５０のい
ずれかによって生成されるデータを含む複数の他のタイプのデータのいずれかを記憶する
ように構成され得る。ここで、メモリコンポーネント９２０はワイヤレス端末６００中の
メモリコンポーネント６２０に類似することに留意されたい。したがって、メモリコンポ
ーネント６２０の上述の特徴／構成のいずれかはメモリコンポーネント９２０にも適用可
能であることを諒解されたい。
【００７２】
　さらに別の態様では、基地局９００は、プロセッサコンポーネント９１０にも結合され
、基地局９００を外部エンティティとインターフェースさせるように構成された通信コン
ポーネント９３０を含む。たとえば、通信コンポーネント９３０は、ワイヤレス端末（た
とえば、ワイヤレス端末６００）から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信
するように構成され得る。そのような実施形態内では、測定イベントは、少なくとも１つ
のサービングセルに関連する第１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連
する第２の測定値との間の比較に基づく。
【００７３】
　図示のように、基地局９００はさらに方式コンポーネント９４０とハンドオーバコンポ
ーネント９５０とを含み得る。そのような実施形態内では、方式コンポーネント９４０は
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、ワイヤレス端末から受信された測定レポートに関連するセル選択方式を確認するように
構成され、ハンドオーバコンポーネント９５０は、測定レポートに関連する測定イベント
発生と方式コンポーネント９４０によって確認されたセル選択方式とに基づいてハンドオ
ーバを実行するように構成される。ここで、方式コンポーネント９４０によって確認され
たセル選択方式は、少なくとも１つのサービングセルが選択された、ワイヤレス端末に関
連するサービングセルのセット、ならびに少なくとも１つの非サービングセルが選択され
た、非サービングセルのセットを示すことに留意されたい。
【００７４】
　一態様では、基地局９００は、水平ハンドオーバを容易にする。たとえば、方式コンポ
ーネント９４０は、水平ハンドオーバに関連する特定のセル選択方式を識別するように構
成され得る。特定の一実施形態では、水平ハンドオーバセル選択方式は、少なくとも１つ
のサービングセルを、サービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限
定することを備え、少なくとも１つの非サービングセルはサービング周波数に関連する。
この実施形態の場合、ハンドオーバコンポーネント９５０は水平ハンドオーバを実行する
ように構成され得る。ここで、通信コンポーネント９３０は、ワイヤレス端末に測定値構
成を送信するように構成され得、この測定値構成は、ワイヤレス端末において水平ハンド
オーバセル選択方式の実装を開始することにも留意されたい。
【００７５】
　別の態様では、基地局９００は垂直ハンドオーバを容易にする。たとえば、方式コンポ
ーネント９４０は、垂直ハンドオーバに関連する特定のセル選択方式を識別するように構
成され得る。特定の一実施形態では、方式コンポーネント９４０は、少なくとも１つのサ
ービングセルが、サービングセルのセットのうちのいずれかから選択され、少なくとも１
つの非サービングセルが、非サービング周波数に関連する非サービングセルのセットのう
ちのいずれかから選択される、垂直ハンドオーバセル選択方式を識別するように構成され
る。そのような実施形態内では、ハンドオーバコンポーネント９５０は垂直ハンドオーバ
を実行するように構成され得る。ここで、非サービングセルのセットのうちのいずれかか
ら少なくとも１つの非サービングセルを選択するのではなく、垂直ハンドオーバセル選択
方式は、少なくとも１つの非サービングセルを、非サービングセルのセットの所定のサブ
セットから選択されるように限定することを備え得ることにも留意されたい。
【００７６】
　次に図１０を参照すると、一実施形態による、マルチキャリア動作においてハンドオー
バを実行することを容易にするシステム１０００が示されている。システム１０００、お
よび／またはシステム１０００を実装するための命令は、たとえば、ネットワークエンテ
ィティ（たとえば、基地局９００）内に、またはコンピュータ可読記憶媒体内に常駐する
ことができ、システム１０００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（
たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表すことができる機能ブロックを
含む。その上、システム１０００は、システム７００中の論理グルーピング７０２と同様
に、連携して動作することができる電気コンポーネントの論理グルーピング１００２を含
む。図示のように、論理グルーピング１００２は、ワイヤレス端末から測定イベントの発
生に関連する測定レポートを受信するための電気コンポーネント１０１０を含むことがで
きる。論理グルーピング１００２はまた、測定レポートに関連するセル選択方式を確認す
るための電気コンポーネント１０１２を含むことができる。さらに、論理グルーピング１
００２は、発生とセル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行するための電気コンポー
ネント１０１４を含むことができる。さらに、システム１０００は、電気コンポーネント
１０１０、１０１２、および１０１４に関連する機能を実行するための命令を保持するメ
モリ１０２０を含むことができる。メモリ１０２０の外部にあるものとして図示されてい
るが、電気コンポーネント１０１０、１０１２、および１０１４はメモリ１０２０の内部
に存在することができることを理解されたい。
【００７７】
　次に図１１を参照すると、マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを
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可能にするための例示的な方法を示すフローチャートが与えられている。図示のように、
プロセス１１００は、本明細書の一態様に従ってネットワークエンティティ（たとえば、
基地局９００）の様々なコンポーネントによって実行され得る一連の行為を含む。プロセ
ス１１００は、一連の行為を実装するためにコンピュータ可読記憶媒体に記憶されたコン
ピュータ実行可能命令を実行するために少なくとも１つのプロセッサを採用することによ
って実装され得る。別の実施形態では、少なくとも１つのコンピュータにプロセス１１０
０の行為を実装させるためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒体が企図される。
【００７８】
　一態様では、プロセス１１００は、行為１１１０において測定レポートが複数のワイヤ
レス端末のうちのいずれかから受信されることで開始する。ここで、そのような測定レポ
ートは、ワイヤレス端末から測定イベントの発生を識別し、この測定イベントは、少なく
とも１つのサービングセルに関連する第１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセ
ルに関連する第２の測定値との間の比較に基づくことに留意されたい。
【００７９】
　次に、行為１１２０において、受信された測定レポートが処理され、行為１１３０にお
いて、そのような処理に基づいてハンドオーバを実行すべきかどうかのその後の判断が行
われる。ハンドオーバが望まれない場合、プロセス１１００は行為１１１０にループバッ
クし、測定レポートが受信され続ける。しかしながら、実際にハンドオーバが望まれる場
合、プロセス１１００は行為１１４０に進み、受信された測定レポートに関連する特定の
セル選択方式を確認する。一態様では、そのようなセル選択方式は垂直ハンドオーバ判断
または水平ハンドオーバ判断に対応し得る。セル選択方式を確認すると、プロセス１１０
０は、適切なハンドオーバが実行される行為１１５０において終わる。
【００８０】
　マルチキャリア動作では、しばしば、ＵＥに割当てられたキャリアによって構成される
帯域幅は、ＵＥが対応している受信帯域幅よりも小さいことに留意されたい。このシナリ
オでは、インター周波数測定の一部は測定ギャップ（すなわち無線周波数チューンアウェ
イ）の支援なしに実行され得る。
【００８１】
　次に図１２を参照すると、ＵＥ対応受信帯域幅が６０ＭＨｚであり、ＵＥに２０ＭＨｚ
の２つのコンポーネントキャリアが割当てられるような例示的なシナリオが与えられてい
る。詳細には、システム帯域幅はキャリア１２１０、１２１２、１２１４、１２１６、お
よび１２１８を含み、キャリア１２１２および１２１４は、無線リソース構成を介してＵ
Ｅに割当てられている。一態様では、システム帯域は連続していないことがあり得ること
に留意されたい。図示のように、様々な候補受信帯域１２２０、１２３０、および１２４
０が与えられ、いくつかの非サービング周波数（すなわち、キャリア１２１０、１２１６
、および１２１８）は、ＵＥ受信帯域の中心の配置に応じてＵＥ受信帯域内に入る。ここ
で、システム帯域と同様に、たとえば、ＵＥが複数の無線周波数チェーンを装備する場合
、ＵＥ受信帯域は連続していないことがあり得ることに留意されたい。
【００８２】
　一態様では、ネットワークは、ネットワークがインター周波数測定のために測定ギャッ
プを構成すべきかどうかを判断することができるように、ＵＥ受信帯域配置に気づかされ
る。ここで、ネットワークはＵＥよりもネットワークの周波数展開をより良く知っている
ので、ネットワークがＵＥ受信帯域の配置を構成することが時々望ましいことがあること
に留意されたい。ネットワークはまた、ＵＥ受信性能に気づいている。したがって、例示
的な実施形態では、（１つまたは複数の）割当てコンポーネントキャリアに関するＵＥ受
信帯域の配置はネットワークによって構成される。
【００８３】
　別の態様では、ＵＥは、ＵＥにおいて利用可能な知識（たとえば測定値構成中の近隣周
波数）に基づいて受信帯域配置を決定することができる。そのような実施形態内では、そ
のような配置決定は、ネットワークが測定ギャップを適切に構成することができるように
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ネットワークに通信され得る。したがって、別の例示的な実施形態では、（１つまたは複
数の）割当てコンポーネントキャリアに関するＵＥ受信帯域の配置はＵＥによって決定さ
れ、そのような配置はＵＥからネットワークに通信される。
【００８４】
　次に図１３を参照すると、ブロック図は、様々な態様による、受信帯域を配置すること
を容易にする例示的な受信帯域ユニットを示している。図示のように、受信帯域ユニット
１３００は、プロセッサコンポーネント１３１０と、メモリコンポーネント１３２０と、
割当てコンポーネント１３３０と、配置コンポーネント１３４０と、通信コンポーネント
１３５０とを含み得る。
【００８５】
　それぞれワイヤレス端末６００および基地局９００中のプロセッサコンポーネント６１
０および９１０と同様に、プロセッサコンポーネント１３１０は、複数の機能のいずれか
を実行することに関係するコンピュータ可読命令を実行するように構成される。プロセッ
サコンポーネント１３１０は、受信帯域ユニット１３００から通信される情報を分析する
こと、ならびに／あるいはメモリコンポーネント１３２０、割当てコンポーネント１３３
０、配置コンポーネント１３４０、および／または通信コンポーネント１３５０によって
利用され得る情報を生成することに専用の単一のプロセッサまたは複数のプロセッサとす
ることができる。追加または代替として、プロセッサコンポーネント１３１０は、受信帯
域ユニット１３００の１つまたは複数のコンポーネントを制御するように構成され得る。
【００８６】
　別の態様では、メモリコンポーネント１３２０は、プロセッサコンポーネント１３１０
に結合され、プロセッサコンポーネント１３１０によって実行されるコンピュータ可読命
令を記憶するように構成される。メモリコンポーネント１３２０はまた、割当てコンポー
ネント１３３０、配置コンポーネント１３４０、および／または通信コンポーネント１３
５０のいずれかによって生成されるデータを含む複数の他のタイプのデータのいずれかを
記憶するように構成され得る。ここで、メモリコンポーネント１３２０は、それぞれワイ
ヤレス端末６００および基地局９００中のメモリコンポーネント６２０および９２０に類
似することに留意されたい。したがって、メモリコンポーネント６２０および９２０の上
述の特徴／構成のいずれかはメモリコンポーネント１３２０にも適用可能であることを諒
解されたい。
【００８７】
　図示のように、受信帯域ユニット１３００はまた、割当てコンポーネント１３３０と配
置コンポーネント１３４０とを含み得る。そのような実施形態内では、割当てコンポーネ
ント１３３０は、システム帯域幅内の複数のコンポーネントキャリアから少なくとも１つ
の割当てコンポーネントキャリアを識別するように構成され、配置コンポーネント１３４
０は、システム帯域幅内の受信帯域の配置を確認するように構成される。この実施形態の
場合、配置は、少なくとも１つの割当てコンポーネントキャリアの少なくとも一部と重複
するように構成される。
【００８８】
　第１の態様では、配置コンポーネント１３４０は、ネットワークエンティティ（たとえ
ば、基地局９００）内に常駐し、ネットワークエンティティ内から受信帯域の配置を判断
するように構成される。そのような実施形態内では、配置コンポーネント１３４０は、配
置に基づいて測定ギャップ構成の必要を判断するように構成され得ることが企図される。
この実施形態の場合、通信コンポーネント１３５０は、その場合、測定ギャップ構成の必
要に応答して測定ギャップ構成をワイヤレス端末（たとえば、ワイヤレス端末６００）に
送信するように構成され得る。
【００８９】
　別の態様では、配置コンポーネント１３４０は、ワイヤレス端末（たとえば、ワイヤレ
ス端末６００）内に常駐し、ワイヤレス端末内から受信帯域の配置を判断するように構成
される。そのような実施形態内では、通信コンポーネント１３５０は、配置をネットワー
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クエンティティ（たとえば、基地局９００）に通信するように構成され得る。ここで、配
置コンポーネント１３４０は、配置に基づいて測定ギャップ構成の必要を判断するように
さらに構成され得、通信コンポーネント１３５０は、測定ギャップ構成の必要に応答して
測定ギャップ構成を受信するように構成されることを諒解されたい。
【００９０】
　次に図１４を参照すると、一実施形態による、受信帯域を配置することを容易にする別
のシステム１４００が示されている。システム１４００、および／またはシステム１４０
０を実装するための命令は、たとえば、コンピューティングデバイス（たとえば、受信帯
域ユニット１３００）内に、またはコンピュータ可読記憶媒体内に常駐することができ、
システム１４００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（たとえば、フ
ァームウェア）によって実装される機能を表すことができる機能ブロックを含む。その上
、システム１４００は、それぞれシステム７００および１０００中の論理グルーピング７
０２および１００２と同様に、連携して動作することができる電気コンポーネントの論理
グルーピング１４０２を含む。図示のように、論理グルーピング１４０２は、複数のコン
ポーネントキャリアから割当てコンポーネントキャリアのセットを識別するための電気コ
ンポーネント１４１０を含むことができる。論理グルーピング１４０２はまた、割当てコ
ンポーネントキャリアのうちの少なくとも一部と重複する受信帯域の配置を確認するため
の電気コンポーネント１４１２を含むことができる。さらに、システム１４００は、電気
コンポーネント１４１０および１４１２に関連付けられた機能を実行するための命令を保
持するメモリ１４２０を含むことができ、電気コンポーネント１４１０および１４１２の
いずれも、メモリ１４２０の内部または外部のいずれかに存在することができる。
【００９１】
　次に図１５を参照すると、受信帯域を配置することを容易にする例示的な方法を示すフ
ローチャートが与えられている。図示のように、プロセス１５００は、本明細書の一態様
に従ってコンピューティングデバイス（たとえば、受信帯域ユニット１３００）の様々な
コンポーネントによって実行され得る一連の行為を含む。プロセス１５００は、一連の行
為を実装するためにコンピュータ可読記憶媒体に記憶されたコンピュータ実行可能命令を
実行するために少なくとも１つのプロセッサを採用することによって実装され得る。別の
実施形態では、コンピュータ可読記憶媒体は、少なくとも１つのコンピュータにプロセス
１５００の行為を実装させるためのコードを備える。
【００９２】
　一態様では、プロセス１５００は、行為１５１０において複数のキャリアにわたるシス
テム帯域幅を確認することで開始する。次に、行為１５２０において、ユーザ機器に割当
てられる特定のキャリアを識別する。次いで、プロセス１５００は行為１５３０に進み、
ユーザ機器性能を判断する。前述のように、ユーザ機器に割当てられたキャリアによって
構成される帯域幅は、しばしば、ユーザ機器が対応している受信帯域幅よりも小さい。し
たがって、次いで行為１５４０において、ユーザ機器の受信帯域の戦略的な配置を確認す
る。
【００９３】
　ユーザ機器の受信帯域の配置を確認すると、プロセス１５００は、行為１５５０におい
てそのような配置を通信することによって終わる。ただし、ここで、プロセス１５００（
またはその部分）はユーザ機器またはネットワークのいずれによっても実行され得るので
、行為１５５０の通信は異なり得ることに留意されたい。たとえば、プロセス１５００が
ユーザ機器によって実行される場合、行為１５５０は、ユーザ機器によって確認された配
置をネットワークに通信することを含み得る。しかしながら、プロセス１５００がネット
ワークによって実行される場合、行為１５５０は、実装のために配置をユーザ機器に通信
することを含み得る。
【００９４】
　　　例示的な通信システム　
　次に図１６を参照すると、複数の無線カバレージエリアを含み、各無線カバレージエリ
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アが単一の基地局からのセルの無線カバレージに対応する、様々な態様に従って実装され
る例示的な通信システム１６００が与えられている。図示のように、システム１６００は
、無線カバレージＩ　１６０２、無線カバレージＭ　１６０４を含み得る。ここで、境界
領域１６６８によって示されるように、隣接する無線カバレージ１６０２、１６０４はわ
ずかに重複し、それにより近隣セル中の基地局によって送信される信号間の信号干渉の可
能性が生じることに留意されたい。システム１６００の各無線カバレージ１６０２、１６
０４は３つのセルを含む。様々な態様によれば、複数のセルに細分されなかった無線カバ
レージ（Ｎ＝１）、２つのセルをもつ無線カバレージ（Ｎ＝２）、および３を超えるセル
をもつ無線カバレージ（Ｎ＞３）も可能である。無線カバレージ１６０２は、第１のセル
、セルＩ　１６１０と、第２のセル、セルＩＩ　１６１２と、第３のセル、セルＩＩＩ　
１６１４とを含む。各セル１６１０、１６１２、および１６１４は、２つのセル境界領域
を有し、各境界領域は、２つの隣接するセル間で共有される。
【００９５】
　セル境界領域は、近隣セル中の基地局によって送信される信号間の信号干渉の可能性を
与える。線１６１６はセルＩ　１６１０とセルＩＩ　１６１２との間のセル境界領域を表
し、線１６１８はセルＩＩ　１６１２とセルＩＩＩ　１６１４との間のセル境界領域を表
し、線１６２０はセルＩＩＩ　１６１４とセル１　１６１０との間のセル境界領域を表す
。同様に、無線カバレージＭ　１６０４は、第１のセル、セルＩ　１６２２と、第２のセ
ル、セルＩＩ　１６２４と、第３のセル、セルＩＩＩ　１６２６とを含む。線１６２８は
セルＩ　１６２２とセルＩＩ　１６２４との間のセル境界領域を表し、線１６３０はセル
ＩＩ　１６２４とセルＩＩＩ　１６２６との間のセル境界領域を表し、線１６３２はセル
ＩＩＩ　１６２６とセルＩ　１６２２との間の境界領域を表す。無線カバレージＩ　１６
０２は、各セル１６１０、１６１２、１６１４中に基地局（ＢＳ）、基地局Ｉ　１６０６
と、複数のエンドノード（ＥＮ）とを含む。セルＩ　１６１０は、それぞれワイヤレスリ
ンク１６４０、１６４２を介してＢＳ１６０６に結合されたＥＮ（１）１６３６とＥＮ（
Ｘ）１６３８とを含み、セルＩＩ　１６１２は、それぞれワイヤレスリンク１６４８、１
６５０を介してＢＳ１６０６に結合されたＥＮ（１’）１６４４とＥＮ（Ｘ’）１６４６
とを含み、セルＩＩＩ　１６１４は、それぞれワイヤレスリンク１６５６、１６５８を介
してＢＳ１６０６に結合されたＥＮ（１’’）１６５２とＥＮ（Ｘ’’）１６５４とを含
む。同様に、無線カバレージＭ　１６０４は、各セル１６２２、１６２４、および１６２
６中に基地局Ｍ　１６０８と複数のエンドノード（ＥＮ）とを含む。セルＩ　１６２２は
、それぞれワイヤレスリンク１６４０’、１６４２’を介してＢＳ　Ｍ　１６０８に結合
されたＥＮ（１）１６３６’とＥＮ（Ｘ）１６３８’とを含み、セルＩＩ　１６２４は、
それぞれワイヤレスリンク１６４８’、１６５０’を介してＢＳ　Ｍ　１６０８に結合さ
れたＥＮ（１’）１６４４’とＥＮ（Ｘ’）１６４６’をと含み、セルＩＩＩ　１６２６
は、それぞれワイヤレスリンク１６５６’、１６５８’を介してＢＳ１６０８に結合され
たＥＮ（１’’）１６５２’とＥＮ（Ｘ’’）１６５４’とを含む。
【００９６】
　システム１６００はまた、それぞれネットワークリンク１６６２、１６６４を介してＢ
Ｓ　Ｉ　１６０６とＢＳ　Ｍ　１６０８とに結合されたネットワークノード１６６０を含
む。ネットワークノード１６６０はまた、ネットワークリンク１６６６を介して、たとえ
ば、他の基地局、ＡＡＡサーバノード、中間ノード、ルータなどの他のネットワークノー
ドと、インターネットとに結合される。ネットワークリンク１６６２、１６６４、１６６
６は、たとえば、光ファイバケーブルであり得る。各エンドノード、たとえば、ＥＮ１　
１６３６は、送信機ならびに受信機を含むワイヤレス端末であり得る。ワイヤレス端末、
たとえば、ＥＮ（１）１６３６は、システム１６００中を移動し得、ＥＮが現在位置する
無線カバレージ中の基地局とワイヤレスリンクを介して通信し得る。ワイヤレス端末（Ｗ
Ｔ）、たとえばＥＮ（１）１６３６は、基地局、たとえば、ＢＳ１６０６、および／また
はネットワークノード１６６０を介して、ピアノード、たとえば、システム１６００中ま
たはシステム１６００外の他のＷＴと通信し得る。ＷＴ、たとえば、ＥＮ（１）１６３６
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は、セルフォン、ワイヤレスモデムをもつ個人情報端末などのモバイル通信デバイスであ
り得る。それぞれの基地局は、トーンを割振り、休止シンボル期間、たとえば、非ストリ
ップシンボル期間中にトーンホッピングを判断するために採用される方法とは異なる、ス
トリップシンボル期間のための方法を使用してトーンサブセット割振りを実行する。ワイ
ヤレス端末は、基地局から受信された情報、たとえば、基地局スロープＩＤ、セルＩＤ情
報とともにトーンサブセット割振り方法を使用して、ワイヤレス端末が特定のストリップ
シンボル期間においてデータおよび情報を受信するために採用することができるトーンを
判断する。トーンサブセット割振りシーケンスは、それぞれのトーン上のセル間干渉およ
び無線カバレージ間干渉を拡散するために、様々な態様に従って構築される。主題のシス
テムについて主にセルラーモードのコンテキスト内で説明したが、本明細書で説明する態
様によれば、複数のモードが利用可能であり、採用可能であり得ることを諒解されたい。
【００９７】
　　　例示的な基地局　
　図１７に、様々な態様による例示的な基地局１７００を示す。基地局１７００は、トー
ンサブセット割振りシーケンスを実装し、異なるトーンサブセット割振りシーケンスは、
無線カバレージのそれぞれの異なるセルタイプに対して生成される。基地局１７００は、
図１６のシステム１６００の基地局１６０６、１６０８のうちのいずれか１つとして使用
され得る。基地局１７００は、バス１７０９によって互いに結合された、受信機１７０２
と、送信機１７０４と、プロセッサ１７０６、たとえば、ＣＰＵと、入出力インターフェ
ース１７０８と、メモリ１７１０とを含み、バス１７０９を介して、様々な要素１７０２
、１７０４、１７０６、１７０８、および１７１０はデータおよび情報を交換し得る。
【００９８】
　受信機１７０２に結合されたセクタ化アンテナ１７０３は、基地局の無線カバレージ内
の各セルからのワイヤレス端末送信から、データおよび他の信号、たとえば、チャネルレ
ポートを受信するために使用される。送信機１７０４に結合されたセクタ化アンテナ１７
０５は、基地局の無線カバレージの各セル内のワイヤレス端末１８００（図１８参照）に
、データおよび他の信号、たとえば、制御信号、パイロット信号、ビーコン信号などを送
信するために使用される。様々な態様では、基地局１７００は、複数の受信機１７０２お
よび複数の送信機１７０４、たとえば、各セルの個々の受信機１７０２および各セルの個
々の送信機１７０４を採用し得る。プロセッサ１７０６は、たとえば、汎用中央処理ユニ
ット（ＣＰＵ）であり得る。プロセッサ１７０６は、メモリ１７１０に記憶された１つま
たは複数のルーチン１７１８の指示の下で基地局１７００の動作を制御し、方法を実装す
る。入出力インターフェース１７０８は、他のネットワークノードへの接続を与え、ＢＳ
１７００を他の基地局、アクセスルータ、ＡＡＡサーバノードなど、他のネットワーク、
およびインターネットに結合する。メモリ１７１０は、ルーチン１７１８とデータ／情報
１７２０とを含む。
【００９９】
　データ／情報１７２０は、データ１７３６と、ダウンリンクストリップシンボル時間情
報１７４０およびダウンリンクトーン情報１７４２を含むトーンサブセット割振りシーケ
ンス情報１７３８と、ワイヤレス端末（ＷＴ）情報、すなわちＷＴ１情報１７４６および
ＷＴ　Ｎ情報１７６０の複数のセットを含むＷＴデータ／情報１７４４とを含む。ＷＴ情
報の各セット、たとえば、ＷＴ１情報１７４６は、データ１７４８と、端末ＩＤ１７５０
と、セルＩＤ１７５２と、アップリンクチャネル情報１７５４と、ダウンリンクチャネル
情報１７５６と、モード情報１７５８とを含む。
【０１００】
　ルーチン１７１８は、通信ルーチン１７２２と基地局制御ルーチン１７２４とを含む。
基地局制御ルーチン１７２４は、スケジューラモジュール１７２６と、ストリップシンボ
ル期間のためのトーンサブセット割振りルーチン１７３０、シンボル期間の残り、たとえ
ば、非ストリップシンボル期間のための他のダウンリンクトーン割振りホッピングルーチ
ン１７３２、およびビーコンルーチン１７３４を含むシグナリングルーチン１７２８とを
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含む。
【０１０１】
　データ１７３６は、ＷＴへの送信より前に符号化するための送信機１７０４のエンコー
ダ１７１４に送られることになる、送信すべきデータと、受信に続いて受信機１７０２の
デコーダ１７１２を通して処理された、ＷＴから受信されたデータとを含む。ダウンリン
クストリップシンボル時間情報１７４０は、スーパースロット、ビーコンスロット、およ
びウルトラスロット構造情報などのフレーム同期構造情報と、所与のシンボル期間がスト
リップシンボル期間であるかどうかを指定する情報、およびそうであれば、ストリップシ
ンボル期間のインデックス、ならびにそのストリップシンボルが、基地局によって使用さ
れたトーンサブセット割振りシーケンスを切り捨てるべきリセットポイントであるかどう
かを指定する情報とを含む。ダウンリンクトーン情報１７４２は、基地局１７００に割当
てられたキャリア周波数、トーンの数および周波数、およびストリップシンボル期間に割
振られるべきトーンサブセットのセットを含む情報と、スロープ、スロープインデックス
およびセルタイプなどの他の無線カバレージおよびセル固有の値とを含む。
【０１０２】
　データ１７４８は、ＷＴ１　１８００がピアノードから受信したデータと、ＷＴ１　１
８００がピアノードに送信されることを望むデータと、ダウンリンクチャネル品質レポー
トフィードバック情報とを含み得る。端末ＩＤ１７５０は、ＷＴ１　１８００を識別する
、基地局１７００によって割当てられたＩＤである。セルＩＤ１７５２は、ＷＴ１　１８
００が動作しているセルを識別する情報を含む。セルＩＤ１７５２は、たとえば、セルタ
イプを判断するために使用され得る。アップリンクチャネル情報１７５４は、ＷＴ１　１
８００が使用するようにスケジューラ１７２６によって割振られたチャネルセグメント、
たとえば、データのためのアップリンクトラフィックチャネルセグメント、要求、電力制
御、タイミング制御などのための専用アップリンク制御チャネルを識別する情報を含む。
ＷＴ１　１８００に割当てられた各アップリンクチャネルは１つまたは複数の論理トーン
を含み、各論理トーンはアップリンクホッピングシーケンスに追従する。ダウンリンクチ
ャネル情報１７５６は、データおよび／または情報をＷＴ１　１８００に搬送するように
スケジューラ１７２６によって割振られたチャネルセグメント、たとえば、ユーザデータ
のためのダウンリンクトラフィックチャネルセグメントを識別する情報を含む。ＷＴ１　
１８００に割当てられた各ダウンリンクチャネルは１つまたは複数の論理トーンを含み、
各論理トーンはダウンリンクホッピングシーケンスに追従する。モード情報１７５８は、
ＷＴ１　１８００の動作の状態、たとえば、スリープ、ホールド、オンを識別する情報を
含む。
【０１０３】
　通信ルーチン１７２２は、様々な通信動作を実行し、様々な通信プロトコルを実装する
ように基地局１７００を制御する。基地局制御ルーチン１７２４は、基本的な基地局機能
タスク、たとえば、信号生成および受信、スケジューリングを実行し、ストリップシンボ
ル期間中にトーンサブセット割振りシーケンスを使用して信号をワイヤレス端末に送信す
ることを含む、いくつかの態様の方法のステップを実装するように、基地局１７００を制
御するために使用される。
【０１０４】
　シグナリングルーチン１７２８は、デコーダ１７１２をもつ受信機１７０２と、エンコ
ーダ１７１４をもつ送信機１７０４との動作を制御する。シグナリングルーチン１７２８
は、送信データ１７３６と制御情報との生成を制御することを受け持つ。トーンサブセッ
ト割振りルーチン１７３０は、本態様の方法を使用して、さらにダウンリンクストリップ
シンボル時間情報１７４０とセルＩＤ１７５２とを含むデータ／情報１７２０を使用して
、ストリップシンボル期間中に使用すべきトーンサブセットを構築する。ダウンリンクト
ーンサブセット割振りシーケンスは、無線カバレージ中のセルタイプごとに異なり、また
、隣接する無線カバレージごとに異なる。ＷＴ１８００は、ダウンリンクトーンサブセッ
ト割振りシーケンスに従ってストリップシンボル期間中に信号を受信し、基地局１７００
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は、送信信号を生成するために、同じダウンリンクトーンサブセット割振りシーケンスを
使用する。他のダウンリンクトーン割振りホッピングルーチン１７３２は、ストリップシ
ンボル期間以外のシンボル期間について、ダウンリンクトーン情報１７４２とダウンリン
クチャネル情報１７５６とを含む情報を使用して、ダウンリンクトーンホッピングシーケ
ンスを構築する。ダウンリンクデータトーンホッピングシーケンスは無線カバレージのセ
ルにわたって同期させられる。ビーコンルーチン１７３４は、同期の目的のために、たと
えば、ダウンリンク信号のフレームタイミング構造、したがってウルトラスロット境界に
関するトーンサブセット割振りシーケンスを同期させるために使用され得るビーコン信号
、たとえば、１つまたは数個のトーン上に集中される比較的高い電力信号である信号の送
信を制御する。
【０１０５】
　　　例示的なワイヤレス端末　
　図１８に、図１６に示すシステム１６００のワイヤレス端末（エンドノード）のいずれ
か１つ、たとえば、ＥＮ（１）１６３６として使用され得る例示的なワイヤレス端末（エ
ンドノード）１８００を示す。ワイヤレス端末１８００はトーンサブセット割振りシーケ
ンスを実装する。ワイヤレス端末１８００は、バス１８１０によって互いに結合された、
デコーダ１８１２を含む受信機１８０２と、エンコーダ１８１４を含む送信機１８０４と
、プロセッサ１８０６と、メモリ１８０８とを含み、バス１８１０を介して、様々な要素
１８０２、１８０４、１８０６、１８０８はデータおよび情報を交換することができる。
基地局（および／または異種ワイヤレス端末）から信号を受信するために使用されるアン
テナ１８０３が、受信機１８０２に結合される。信号を、たとえば、基地局（および／ま
たは異種ワイヤレス端末）に送信するために使用されるアンテナ１８０５が、送信機１８
０４に結合される。
【０１０６】
　プロセッサ１８０６、たとえば、ＣＰＵは、ワイヤレス端末１８００の動作を制御し、
メモリ１８０８中のルーチン１８２０を実行することと、データ／情報１８２２を使用す
ることとによって方法を実装する。
【０１０７】
　データ／情報１８２２は、ユーザデータ１８３４と、ユーザ情報１８３６と、トーンサ
ブセット割振りシーケンス情報１８５０とを含む。ユーザデータ１８３４は、ピアノード
を対象とする、送信機１８０４による基地局への送信より前に符号化するためのエンコー
ダ１８１４にルーティングされることになるデータと、受信機１８０２中のデコーダ１８
１２によって処理された基地局から受信されたデータとを含み得る。ユーザ情報１８３６
は、アップリンクチャネル情報１８３８と、ダウンリンクチャネル情報１８４０と、端末
ＩＤ情報１８４２と、基地局ＩＤ情報１８４４と、セルＩＤ情報１８４６と、モード情報
１８４８とを含む。アップリンクチャネル情報１８３８は、基地局に送信するときにワイ
ヤレス端末１８００が使用するように、基地局によって割当てられたアップリンクチャネ
ルセグメントを識別する情報を含む。アップリンクチャネルは、アップリンクトラフィッ
クチャネル、専用アップリンク制御チャネル、たとえば、要求チャネル、電力制御チャネ
ルおよびタイミング制御チャネルを含み得る。各アップリンクチャネルは１つまたは複数
の論理トーンを含み、各論理トーンはアップリンクトーンホッピングシーケンスに追従す
る。アップリンクホッピングシーケンスは、無線カバレージの各セルタイプ間で異なり、
隣接する無線カバレージ間で異なる。ダウンリンクチャネル情報１８４０は、基地局がデ
ータ／情報をＷＴ１８００に送信しているときに使用するために、基地局によってＷＴ１
８００に割当てられたダウンリンクチャネルセグメントを識別する情報を含む。ダウンリ
ンクチャネルは、ダウンリンクトラフィックチャネルと割当てチャネルとを含み得、各ダ
ウンリンクチャネルは１つまたは複数の論理トーンを含み、各論理トーンは、無線カバレ
ージの各セル間で同期させられるダウンリンクホッピングシーケンスに追従する。
【０１０８】
　また、ユーザ情報１８３６は、基地局によって割当てられた識別情報である端末ＩＤ情
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報１８４２と、ＷＴが通信を確立した特定の基地局を識別する基地局ＩＤ情報１８４４と
、ＷＴ１８００が現在位置している無線カバレージの特定のセルを識別するセルＩＤ情報
１８４６とを含む。基地局ＩＤ１８４４はセルスロープ値を与え、セルＩＤ情報１８４６
はセルインデックスタイプを与え、セルスロープ値およびセルインデックスタイプは、ト
ーンホッピングシーケンスを導出するために使用され得る。同じくユーザ情報１８３６中
に含まれるモード情報１８４８は、ＷＴ１８００がスリープモード中か、ホールドモード
中か、オンモード中かを識別する。
【０１０９】
　トーンサブセット割振りシーケンス情報１８５０は、ダウンリンクストリップシンボル
時間情報１８５２とダウンリンクトーン情報１８５４と含む。ダウンリンクストリップシ
ンボル時間情報１８５２は、スーパースロット、ビーコンスロット、およびウルトラスロ
ット構造情報などのフレーム同期構造情報と、所与のシンボル期間がストリップシンボル
期間であるかどうかを指定する情報、およびそうであれば、ストリップシンボル期間のイ
ンデックス、ならびにそのストリップシンボルが基地局によって使用されたトーンサブセ
ット割振りシーケンスを切り捨てるべきリセットポイントであるかどうかを指定する情報
とを含む。ダウンリンクトーン情報１８５４は、基地局に割当てられたキャリア周波数、
トーンの数および周波数、およびストリップシンボル期間に割振られるべきトーンサブセ
ットのセットを含む情報と、スロープ、スロープインデックスおよびセルタイプなどの他
の無線カバレージおよびセル固有の値とを含む。
【０１１０】
　ルーチン１８２０は、通信ルーチン１８２４とワイヤレス端末制御ルーチン１８２６と
を含む。通信ルーチン１８２４は、ＷＴ１８００によって使用される様々な通信プロトコ
ルを制御する。ワイヤレス端末制御ルーチン１８２６は、受信機１８０２と送信機１８０
４との制御を含む基本的ワイヤレス端末１８００機能を制御する。ワイヤレス端末制御ル
ーチン１８２６はシグナリングルーチン１８２８を含む。シグナリングルーチン１８２８
は、ストリップシンボル期間のためのトーンサブセット割振りルーチン１８３０と、シン
ボル期間の残り、たとえば、非ストリップシンボル期間のための他のダウンリンクトーン
割振りホッピングルーチン１８３２とを含む。トーンサブセット割振りルーチン１８３０
は、いくつかの態様に従ってダウンリンクトーンサブセット割振りシーケンスを生成し、
基地局から送信された受信データを処理するために、ダウンリンクチャネル情報１８４０
と、基地局ＩＤ情報１８４４、たとえば、スロープインデックスおよびセルタイプと、ダ
ウンリンクトーン情報１８５４とを含むユーザデータ／情報１８２２を使用する。他のダ
ウンリンクトーン割振りホッピングルーチン１８３２は、ストリップシンボル期間以外の
シンボル期間について、ダウンリンクトーン情報１８５４とダウンリンクチャネル情報１
８４０とを含む情報を使用して、ダウンリンクトーンホッピングシーケンスを構築する。
トーンサブセット割振りルーチン１８３０は、プロセッサ１８０６によって実行されたと
き、いつ、およびどのトーン上で、ワイヤレス端末１８００が基地局１７００から１つま
たは複数のストリップシンボル信号を受信することになるかを判断するために使用される
。アップリンクトーン割振りホッピングルーチンは、基地局から受信された情報とともに
、トーンサブセット割振り機能を使用して、それが送信すべきトーンを判断する。
【０１１１】
　１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装
される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上
に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の
媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータ
によってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは
他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス



(32) JP 5502994 B2 2014.5.28

10

20

30

40

50

、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶する
ために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えるこ
とができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）
およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（di
sc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（
登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイディスク（disc）を含み、ディスク（disk
）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に
再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１１２】
　実施形態がプログラムコードまたはコードセグメント中に実装されるとき、コードセグ
メントは、プロシージャ、関数、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン
、モジュール、ソフトウェアパッケージ、クラス、あるいは命令、データ構造またはプロ
グラムステートメントの任意の組合せを表すことができることを諒解されたい。コードセ
グメントは、情報、データ、引数、パラメータ、またはメモリ内容をパスおよび／または
受信することによって、別のコードセグメントまたはハードウェア回路に結合され得る。
情報、引数、パラメータ、データなどは、メモリ共有、メッセージパッシング、トークン
パッシング、ネットワーク送信などを含む、好適な手段を使用してパス、フォワーディン
グ、または送信され得る。さらに、いくつかの態様では、方法またはアルゴリズムのステ
ップおよび／またはアクションは、コンピュータプログラム製品に組み込むことができる
、機械可読媒体および／またはコンピュータ可読媒体上のコードおよび／または命令の１
つまたは任意の組合せ、あるいはそのセットとして常駐することができる。
【０１１３】
　ソフトウェア実装の場合、本明細書で説明した技法は、本明細書で説明した機能を実行
するモジュール（たとえば、プロシージャ、関数など）を用いて実装され得る。ソフトウ
ェアコードは、メモリユニットに記憶され、プロセッサによって実行され得る。メモリユ
ニットは、プロセッサの内部またはプロセッサの外部に実装され、その場合、当技術分野
で知られているように様々な手段によってプロセッサに通信可能に結合され得る。
【０１１４】
　ハードウェア実装の場合、処理ユニットは、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ
）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、
本明細書で説明した機能を実行するように設計された他の電子ユニット、またはそれらの
組合せの中で実装され得る。
【０１１５】
　以上の説明は、１つまたは複数の実施形態の例を含む。もちろん、上述の実施形態につ
いて説明する目的で、コンポーネントまたは方法のあらゆる考えられる組合せについて説
明することは不可能であるが、当業者なら、様々な実施形態の多数のさらなる組合せおよ
び置換が可能であることを認識できよう。したがって、説明した実施形態は、添付の特許
請求の範囲の趣旨および範囲内に入るすべてのそのような改変形態、変更形態および変形
形態を包含するものとする。さらに、「含む（include）」という用語は、発明を実施す
るための形態または特許請求の範囲のいずれかにおいて使用される限り、「備える（comp
rising）」という用語を採用すると請求項における移行語と解釈されるように「備える（
comprising）」と同様に包括的なものとする。
【０１１６】
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　本明細書で使用する「推論する」または「推論」という用語は、概して、イベントおよ
び／またはデータを介して捕捉された観察のセットから、システム、環境、および／また
はユーザの状態について推理する、またはその状態を推論するプロセスを指す。推論は、
特定のコンテキストまたはアクションを識別するために使用され得、あるいは、たとえば
、状態の確率分布を生成することができる。推論は、確率的、すなわち、データおよびイ
ベントの考察に基づく当該の状態の確率分布の計算とすることができる。推論は、イベン
トおよび／またはデータのセットからより高いレベルのイベントを構成するために採用さ
れる技法を指すこともある。そのような推論から、イベントが時間的に近接して相関する
か否かにかかわらず、ならびにイベントおよびデータが１つまたは複数のイベントおよび
データの発生源に由来するかどうかにかかわらず、観測されたイベントおよび／または記
憶されたイベントデータのセットから新しいイベントまたはアクションが構成される。
【０１１７】
　さらに、本出願で使用する「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」などの
用語は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合せ、ソフト
ウェア、または実行中のソフトウェアなど、コンピュータ関連のエンティティを指すもの
とする。たとえば、コンポーネントは、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセッサ
、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プログラム、および／またはコンピ
ュータとすることができるが、これらに限定されない。例として、コンピューティングデ
バイス上で実行されるアプリケーションと、そのコンピューティングデバイスの両方をコ
ンポーネントとすることができる。１つまたは複数のコンポーネントがプロセスおよび／
または実行スレッド内に常駐することができ、１つのコンポーネントを１つのコンピュー
タ上に配置し、および／または２つ以上のコンピュータ間に分散することができる。さら
に、これらのコンポーネントは、様々なデータ構造を記憶している様々なコンピュータ可
読媒体から実行することができる。これらのコンポーネントは、１つまたは複数のデータ
パケット（たとえば、ローカルシステム、分散システム内、および／または他のシステム
を用いるインターネットなどのネットワーク上の別のコンポーネントと信号を介して相互
作用する１つのコンポーネントからのデータ）を有する信号によるなど、ローカルおよび
／またはリモートプロセスを介して通信することができる。
以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にする方法であって、
　複数のセルからセルのサブセットを選択することと、ここにおいて、前記セルのサブセ
ットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つの非サービングセルとを含む
、
　前記セルのサブセットを評価することと、ここにおいて、前記評価することは、前記少
なくとも１つのサービングセルに関連する第１の測定値と、前記少なくとも１つの非サー
ビングセルに関連する第２の測定値とを取得することを備える、
　測定イベントの発生をモニタすることと、ここにおいて、前記測定イベントは、前記第
１の測定値と前記第２の測定値との間の比較に基づく、
　測定レポートを送信することと
　を備え、前記送信することは、前記測定イベントの前記発生によってトリガされる、
方法。
［Ｃ２］
　前記評価することは、特定のサービング周波数上で前記セルのサブセットを評価するこ
とを備え、前記選択することは、前記少なくとも１つのサービングセルを前記特定のサー
ビング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限定することを備え、前記少
なくとも１つの非サービングセルは、前記特定のサービング周波数に関連する、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記選択することは、外部エンティティから受信された測定値構成に応答して実行され
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る、
Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記少なくとも１つのサービングセルは、ワイヤレス端末に関連するサービングセルの
セットのうちのいずれかから選択され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サ
ービング周波数に関連する非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記選択することは、前記少なくとも１つの非サービングセルを前記非サービングセル
のセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備える、
Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記モニタすることは、前記サービングセルのセットのうちのいずれかに関連する第２
のパフォーマンスパラメータを超える、前記少なくとも１つの非サービングセルに関連す
る第１のパフォーマンスパラメータの後続の発生を検出することを備え、前記送信するこ
とは、前記後続の発生に関連する後続の測定レポート送信を抑制することをさらに備える
、
Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記少なくとも１つの非サービングセルを識別することをさらに備える、
Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記識別することは、セル識別のための信号からセクタ識別情報を確認することを備え
る、
Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記識別することは、外部エンティティから受信された測定値構成中で前記少なくとも
１つの非サービングセルのリスティングを検出することを備える、
Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にするように構成された装置で
あって、
　メモリに記憶されたコンピュータ実行可能コンポーネントを実行するように構成された
プロセッサを備え、前記コンポーネントは、
　　複数のセルからセルのサブセットを選択するように構成された選択コンポーネントと
、ここにおいて、前記セルのサブセットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくと
も１つの非サービングセルとを含む、
　　第１の測定値と第２の測定値とに基づいて前記セルのサブセットを評価するように構
成された評価コンポーネントと、前記第１の測定値は、前記少なくとも１つのサービング
セルに関連し、前記第２の測定値は、前記少なくとも１つの非サービングセルに関連する
、
　　測定イベントの発生をモニタするように構成されたイベントコンポーネントと、前記
測定イベントは、前記第１の測定値と前記第２の測定値との間の比較に基づく、
　　測定レポートを送信するように構成された通信コンポーネントと
　を含み、前記測定レポートの送信は、前記測定イベントの前記発生によってトリガされ
る、
装置。
［Ｃ１１］
　前記評価コンポーネントは、特定のサービング周波数上で前記セルのサブセットを分析
するように構成され、前記選択コンポーネントは、前記少なくとも１つのサービングセル
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を、前記特定のサービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限定する
ように構成され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前記特定のサービング周波
数に関連する、
Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記選択コンポーネントは、外部エンティティから受信された測定値構成に応答して前
記セルのサブセットを判断するように構成される、
Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つのサービングセルは、ワイヤレス端末に関連するサービングセルの
セットのうちのいずれかから選択され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サ
ービング周波数に関連する非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記選択コンポーネントは、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前記非サービ
ングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定するように構成される、
Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記イベントコンポーネントは、前記サービングセルのセットのうちのいずれかに関連
する第２のパフォーマンスパラメータを超える、前記少なくとも１つの非サービングセル
に関連する第１のパフォーマンスパラメータの後続の発生を検出するように構成され、前
記通信コンポーネントは、前記後続の発生に関連する後続の測定レポート送信を抑制する
ように構成される、
Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記イベントコンポーネントは、前記少なくとも１つの非サービングセルを識別するよ
うに構成される、
Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記イベントコンポーネントは、セル識別のための信号からセクタ識別情報を確認する
ように構成される、
Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記イベントコンポーネントは、外部エンティティから受信された測定値構成中で前記
少なくとも１つの非サービングセルのリスティングを検出するように構成される、
Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１９］
　マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にするコンピュータプログラム
製品であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、
　　複数のセルからセルのサブセットを選択させることと、ここにおいて、前記セルのサ
ブセットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つの非サービングセルとを
含む、
　　第１の測定値と第２の測定値とに基づいて前記セルのサブセットを評価させることと
、ここにおいて、前記第１の測定値は、前記少なくとも１つのサービングセルに関連し、
前記第２の測定値が前記少なくとも１つの非サービングセルに関連する、
　　測定イベントの発生をモニタさせることと、ここにおいて、前記測定イベントは、前
記第１の測定値と前記第２の測定値との間の比較に基づく、
　　測定レポートを送信させることと
　を行わせるためのコードを備え、前記測定レポートの送信は、前記測定イベントの前記
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発生によってトリガされる、コンピュータ可読記憶媒体
を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのサービングセルは、ワイヤレス端末に関連するサービングセルの
セットのうちのいずれかから選択され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サ
ービング周波数に関連する非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
Ｃ１９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２１］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つの非
サービングセルを、前記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択されるよ
うに限定させる、
Ｃ２０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２２］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記サービングセルのセ
ットのうちのいずれかに関連する第２のパフォーマンスパラメータを超える、前記少なく
とも１つの非サービングセルに関連する第１のパフォーマンスパラメータの後続の発生を
検出させ、前記後続の発生に関連する後続の測定レポート送信は、抑制される、
Ｃ２０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２３］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つの非
サービングセルを識別させる、
Ｃ２２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２４］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、セル識別のための信号か
らセクタ識別情報を確認させる、
Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２５］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、外部エンティティから受
信された測定値構成中で前記少なくとも１つの非サービングセルのリスティングを検出さ
せる、
Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２６］
　マルチキャリア動作において測定を実行することを容易にするように構成された装置で
あって、
　複数のセルからセルのサブセットを選択するための手段と、ここにおいて、前記セルの
サブセットは、少なくとも１つのサービングセルと少なくとも１つの非サービングセルと
を含む、
　第１の測定値と第２の測定値とに基づいて前記セルのサブセットを評価するための手段
と、ここにおいて、前記第１の測定値は、前記少なくとも１つのサービングセルに関連し
、前記第２の測定値は、前記少なくとも１つの非サービングセルに関連する、
　測定イベントの発生をモニタするための手段と、ここにおいて、前記測定イベントは、
前記第１の測定値と前記第２の測定値との間の比較に基づく、
　測定レポートを送信するための手段と、
　を備え、前記測定レポートの送信は、前記測定イベントの前記発生によってトリガされ
る、
装置。
［Ｃ２７］
　前記評価するための手段は、特定のサービング周波数上で前記セルのサブセットを評価
するように構成され、前記選択するための手段は、前記少なくとも１つのサービングセル
を、前記特定のサービング周波数に関連する単一のサービングセルとなるように限定する
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ように構成され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前記特定のサービング周波
数に関連する、
Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記選択するための手段は、外部エンティティから受信された測定値構成に応答してセ
ルの前記サブセットを選択するように構成される、
Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのサービングセルは、ワイヤレス端末に関連するサービングセルの
セットのうちのいずれかから選択され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サ
ービング周波数に関連する非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３０］
　マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを容易にする方法であって、
　ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信することと、こ
こにおいて、前記測定イベントは、少なくとも１つのサービングセルに関連する第１の測
定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値との間の比較に基づ
く、
　前記測定レポートに関連するセル選択方式を確認することと、ここにおいて、前記セル
選択方式は、前記少なくとも１つのサービングセルが選択された、前記ワイヤレス端末に
関連するサービングセルのセットと、前記少なくとも１つの非サービングセルが選択され
た、非サービングセルのセットとを示す、
　前記発生と前記セル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行することと
を備える、方法。
［Ｃ３１］
　前記確認することは、前記少なくとも１つのサービングセルを、サービング周波数に関
連する単一のサービングセルとなるように限定することを備える水平ハンドオーバセル選
択方式を識別することを備え、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前記サービン
グ周波数に関連する、
Ｃ３０に記載の方法。
［Ｃ３２］
　前記ワイヤレス端末に測定値構成を送信することをさらに備え、前記測定値構成は、前
記ワイヤレス端末において前記水平ハンドオーバセル選択方式の実装を開始する、
Ｃ３１に記載の方法。
［Ｃ３３］
　前記実行することは、水平ハンドオーバを実行することを備える、
Ｃ３１に記載の方法。
［Ｃ３４］
　前記確認することは、前記少なくとも１つのサービングセルが前記サービングセルのセ
ットのうちのいずれかから選択される、垂直ハンドオーバセル選択方式を識別することを
備え、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サービング周波数に関連する前記非
サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
Ｃ３０に記載の方法。
［Ｃ３５］
　前記実行することは、垂直ハンドオーバを実行することを備える、Ｃ３４に記載の方法
。
［Ｃ３６］
　前記垂直ハンドオーバセル選択方式は、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前
記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備
える、
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Ｃ３４に記載の方法。
［Ｃ３７］
　マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを容易にするように構成され
た装置であって、
　メモリに記憶されたコンピュータ実行可能コンポーネントを実行するように構成された
プロセッサを備え、前記コンポーネントは、
　　ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信するように構
成された通信コンポーネントと、ここにおいて、前記測定イベントは、少なくとも１つの
サービングセルに関連する第１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連す
る第２の測定値との間の比較に基づく、
　　前記測定レポートに関連するセル選択方式を確認するように構成された方式コンポー
ネントと、ここにおいて、前記セル選択方式は、前記少なくとも１つのサービングセルが
選択された、前記ワイヤレス端末に関連するサービングセルのセットと、前記少なくとも
１つの非サービングセルが選択された、非サービングセルのセットとを示す、
　　前記発生と前記セル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行するように構成された
ハンドオーバコンポーネントと
を備える、装置。
［Ｃ３８］
　前記方式コンポーネントは、前記少なくとも１つのサービングセルを、サービング周波
数に関連する単一のサービングセルとなるように限定することを備える水平ハンドオーバ
セル選択方式を識別するように構成され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前
記サービング周波数に関連する、
Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記通信コンポーネントは、前記ワイヤレス端末に測定値構成を送信するように構成さ
れ、前記測定値構成は、前記ワイヤレス端末において前記水平ハンドオーバセル選択方式
の実装を開始する、
Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記ハンドオーバコンポーネントは、水平ハンドオーバを実行するように構成される、
Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記方式コンポーネントは、前記少なくとも１つのサービングセルが前記サービングセ
ルのセットのうちのいずれかから選択される、垂直ハンドオーバセル選択方式を識別する
ように構成され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サービング周波数に関連
する前記非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記ハンドオーバコンポーネントは、垂直ハンドオーバを実行するように構成される、
Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記垂直ハンドオーバセル選択方式は、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前
記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備
える、
Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４４］
　マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを容易にするコンピュータプ
ログラム製品であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、
　　ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信することと、
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ここにおいて、前記測定イベントは、少なくとも１つのサービングセルに関連する第１の
測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値との間の比較に基
づく、
　　前記測定レポートに関連するセル選択方式を確認することと、ここにおいて、前記セ
ル選択方式は、前記少なくとも１つのサービングセルが選択された、前記ワイヤレス端末
に関連するサービングセルのセットと、前記少なくとも１つの非サービングセルが選択さ
れた、非サービングセルのセットとを示す、
　　前記発生と前記セル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行することと
　を行わせるためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４５］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのサ
ービングセルが前記サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、垂直ハン
ドオーバセル選択方式を識別させ、前記少なくとも１つの非サービングセルは、非サービ
ング周波数に関連する前記非サービングセルのセットのうちのいずれかから選択される、
Ｃ４４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４６］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、垂直ハンドオーバを実行
させる、
Ｃ４５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４７］
　前記垂直ハンドオーバセル選択方式は、前記少なくとも１つの非サービングセルを、前
記非サービングセルのセットの所定のサブセットから選択されるように限定することを備
える、
Ｃ４５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４８］
　マルチキャリア動作においてハンドオーバを実行することを容易にするように構成され
た装置であって、
　ワイヤレス端末から測定イベントの発生に関連する測定レポートを受信するための手段
と、ここにおいて、前記測定イベントは、少なくとも１つのサービングセルに関連する第
１の測定値と、少なくとも１つの非サービングセルに関連する第２の測定値との間の比較
に基づく、
　前記測定レポートに関連するセル選択方式を確認するための手段と、ここにおいて、前
記セル選択方式は、前記少なくとも１つのサービングセルが選択された、前記ワイヤレス
端末に関連するサービングセルのセットと、前記少なくとも１つの非サービングセルが選
択された、非サービングセルのセットとを示す、
　前記発生と前記セル選択方式とに基づいてハンドオーバを実行するための手段と
を備える装置。
［Ｃ４９］
　前記確認するための手段は、前記少なくとも１つのサービングセルを、サービング周波
数に関連する単一のサービングセルとなるように限定することを備える水平ハンドオーバ
セル選択方式を識別するように構成され、前記少なくとも１つの非サービングセルは、前
記サービング周波数に関連する、
Ｃ４８に記載の装置。
［Ｃ５０］
　測定値構成は、前記ワイヤレス端末に送信され、前記測定値構成は、前記ワイヤレス端
末において前記水平ハンドオーバセル選択方式の実装を開始する、
Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記実行するための手段は、水平ハンドオーバを実行するように構成される、
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Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５２］
　受信帯域を配置することを容易にする方法であって、
　複数のコンポーネントキャリアから割当てコンポーネントキャリアのセットを識別する
ことと、ここにおいて、システム帯域幅が前記複数のコンポーネントキャリアを備える、
　前記システム帯域幅内の前記受信帯域の配置を確認することと、ここにおいて、前記配
置は、前記割当てコンポーネントキャリアのセットの少なくとも一部と重複するように構
成された、
を備える方法。
［Ｃ５３］
　前記確認することは、ネットワークエンティティによって実行される、
Ｃ５２に記載の方法。
［Ｃ５４］
　測定ギャップ構成の必要を判断することをさらに備え、前記判断することは、前記配置
に基づく、
Ｃ５３に記載の方法。
［Ｃ５５］
　前記測定ギャップ構成の必要に応答して前記測定ギャップ構成をワイヤレス端末に送信
することをさらに備える、
Ｃ５４に記載の方法。
［Ｃ５６］
　前記確認することは、ワイヤレス端末によって実行される、
Ｃ５２に記載の方法。
［Ｃ５７］
　前記配置をネットワークエンティティに通信することをさらに備える、
Ｃ５６に記載の方法。
［Ｃ５８］
　測定ギャップ構成の必要を判断することをさらに備え、前記判断することは、前記配置
に基づく、
Ｃ５７に記載の方法。
［Ｃ５９］
　前記測定ギャップ構成の前記必要に応答して前記測定ギャップ構成を受信することをさ
らに備える、
Ｃ５８に記載の方法。
［Ｃ６０］
　受信帯域を配置することを容易にするように構成された装置であって、
　メモリに記憶されたコンピュータ実行可能コンポーネントを実行するように構成された
プロセッサを備え、前記コンポーネントは、
　　複数のコンポーネントキャリアから少なくとも１つの割当てコンポーネントキャリア
を識別するように構成された割当てコンポーネントと、ここにおいて、システム帯域幅は
、前記複数のコンポーネントキャリアを備える、
　　前記システム帯域幅内の前記受信帯域の配置を確認するように構成された配置コンポ
ーネントと
　を含み、前記配置は、前記少なくとも１つの割当てコンポーネントキャリアの少なくと
も一部と重複するように構成される、
装置。
［Ｃ６１］
　前記配置コンポーネントは、ネットワークエンティティから前記配置を判断するように
構成された、
Ｃ６０に記載の装置。
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［Ｃ６２］
　前記配置コンポーネントは、前記配置に基づいて測定ギャップ構成の必要を判断するよ
うに構成される、
Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６３］
　前記測定ギャップ構成の前記必要に応答して前記測定ギャップ構成をワイヤレス端末に
送信するように構成された通信コンポーネントをさらに備える、
Ｃ６２に記載の装置。
［Ｃ６４］
　前記配置コンポーネントは、ワイヤレス端末から前記配置を判断するように構成される
、
Ｃ６０に記載の装置。
［Ｃ６５］
　前記配置をネットワークエンティティに通信するように構成された通信コンポーネント
をさらに備える、
Ｃ６４に記載の装置。
［Ｃ６６］
　前記配置コンポーネントは、前記配置に基づいて測定ギャップ構成の必要を判断するよ
うに構成される、
Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６７］
　前記通信コンポーネントは、前記測定ギャップ構成の前記必要に応答して前記測定ギャ
ップ構成を受信するように構成された、
Ｃ６６に記載の装置。
［Ｃ６８］
　受信帯域を配置することを容易にするコンピュータプログラム製品であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、
　　複数のコンポーネントキャリアから少なくとも１つの割当てコンポーネントキャリア
を識別することと、ここにおいて、システム帯域幅が前記複数のコンポーネントキャリア
を備える、
　　前記システム帯域幅内の前記受信帯域の配置を確認することと
　を行わせるためのコードを備え、前記配置は、前記少なくとも１つの割当てコンポーネ
ントキャリアの少なくとも一部と重複するように構成される、コンピュータ可読記憶媒体
を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６９］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレス端末から前記
配置を判断させる、
Ｃ６８に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７０］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記配置をネットワーク
エンティティに通信させる、
Ｃ６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７１］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記配置に基づいて測定
ギャップ構成の必要を判断させる、
Ｃ７０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７２］
　前記コードはさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記測定ギャップ構成の
前記必要に応答して前記測定ギャップ構成を受信させる、
Ｃ７１に記載のコンピュータプログラム製品。
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［Ｃ７３］
　受信帯域を配置することを容易にするように構成された装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアから割当てコンポーネントキャリアのセットを識別する
ための手段と、ここにおいて、システム帯域幅は、前記複数のコンポーネントキャリアを
備える、
　前記システム帯域幅内の前記受信帯域の配置を確認するための手段と
　を備え、前記配置は、前記割当てコンポーネントキャリアのセットの少なくとも一部と
重複するように構成される、
装置。
［Ｃ７４］
　前記確認するための手段は、ネットワークエンティティから前記配置を確認するように
構成される、
Ｃ７３に記載の装置。
［Ｃ７５］
　前記確認するための手段は、前記配置に基づいて測定ギャップ構成の必要を判断するよ
うに構成される、
Ｃ７４に記載の装置。
［Ｃ７６］
　前記測定ギャップ構成の前記必要に応答して前記測定ギャップ構成は、ワイヤレス端末
に送信される、
Ｃ７５に記載の装置。

【図１】 【図２】
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